
事業年度

工事種別

工事番号

工事名

当初 設計書

令和３年度

改修工事（機械設備工事）

5

可児市立小学校特別教室空調設備設置工事(その５)

◎注意事項

　この内訳書の工事項目及び数量は、積算する上での参
考資料です。
　積算の際は、設計図面にて工事項目及び数量を拾い出
し積算して下さい。

可児市 教育委員会事務局 教育総務課



5 工事箇所

１． 一般事項
（1）

（2）

（3）

２．

（1）

（2）

３．

（1）

４．

（1）

（2）

５．

６．

（1）

（2）

（3）

（4）

工事番号 可児市　兼山、広見　地内 施設名 兼山小学校、広見小学校

工事名 可児市立小学校特別教室空調設備設置工事(その５)

理         由  工　　事　　概　　要 

　学校の特別教室には空調設備が無く、熱中
症になる恐れがあるため、予防対策として設
置し、学習環境の改善を図る。

特別教室空調設備設置　一式

兼山小学校　対象教室
理科室、音楽室、家庭科室　　計３教室

広見小学校　対象教室
理科室、音楽室、図工室、家庭科室、図書室、相談室　　計６教室

金     額 円 内消費税相当額 円

特  記  仕  様  書

受注者は、工事請負契約書、公共建築工事標準仕様書(最新版)、公共建築改修工事標準仕様書(最新版)、可児
市建設工事共通仕様書及び特記仕様書に基づき施工するものとする。なお、特記仕様書は共通仕様書に優先す
る。

受注者は、本工事が「可児市工事品質証明実施要領」の対象となる場合、要領に基づき品質の証明を実施しなけ
ればならない。

提出・提示書類は別添「可児市建設工事における取扱い書類一覧表」に基づき実施するものとする。また、工事打
合簿（指示、協議、承諾は除く）、材料確認簿、夜間・休日作業届けの書類を提出する場合は、別添様式に基づき、
電子メールにて提出するものとし、書面には署名または押印する必要はないものとする。これらに定めのない事項に
ついては、監督員と協議する。

建設副産物有効利用及び適正処理について

受注者は、建設副産物を排出するにあたっては、建設リサイクル法を遵守するとともに、「岐阜県建設副産物有効利
用及び適正処理実施要綱」により、適切に実施すること。

建設発生土については、工事間流用とし、流用先は監督員が指示する。都合により工事間流用ができなくなった場
合は、別途協議する。ただし、建設発生土が100m3未満の場合はこの限りではない。また受注者の都合により処分
場を変更する時は監督員に報告するものとする。なお、「岐阜県埋立て等の規制に関する条例」及び「岐阜県建設
発生土管理基準」に基づき適正な利用の推進を図ること。

使用材料

生コンクリートについて
本工事に使用するコンクリートの水セメント比は、鉄筋コンクリート（24N/ｍｍ2以上）については55％以下、無筋コン
クリート及び鉄筋コンクリート（21N/ｍｍ2以下）については60％以下、均しコンクリートについては60％程度とし、品
質を証明する書類を提出して、事前に監督員の許可を得ること。

工事施工について

受注者は、工事着手に先立ち、現場付近の地元住民等に対する周知、説明、説得等を行い、トラブルの生じないよ
う努めること。

工事による既設構造物の破損については、未然に防止するよう予め十分調査をし、また、支障を及ぼさないよう相
当の防護工を施工しなければならない。なお、誤って損傷を与えた場合は、請負人の責任において復旧しなけれ
ばならない。調査に際しては、記録保存の必要を認めた場合は写真撮影、測量等を行わなければならない。

工事保険について

本工事において、発注者、受注者及び全下請人を被保険者として、工事着手から工事目的物の引渡しまでの期間につ
いて、賠償責任保険（保険対象：第三者に与えた損害）及び工事保険（保険対象：工事目的物、工事材料及び仮設物
等）に加入するものとする。

この工事は、ワンデーレスポンス実施対象工事です。
「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議、報告、承諾願、立会願等への回答は、基本的に「その日のう
ち」に回答するよう対応することです。ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と
協議のうえ、回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

ワンデーレスポンスの取組について

実施にあたっては、可児市工事監督におけるワンデーレスポンス実施要領に基づき実施する。

受注者は工事施工中において、問題が発生した場合や計画工程と実施行程を比較照査し、差異が生じた場合は
速やかに監督員へ報告すること。

受注者は、施工計画書に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら、施工するものとする。
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その他図面特記仕様書による。

可児市公共基準点の保善について

現場代理人は、工事請負契約約款第１０条第２項の規定により、契約工期内の現場常駐が義務付けられているが、契約
締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間や、工事の全部の施工を一時中
止している期間については、監督員との連絡体制を確保した上で、常駐義務を緩和するものとする。
また、以下の条件を全て満たす場合に、他工事の現場代理人又は専任でない主任技術者を兼務することができる。
　１．他工事は、可児市発注の建設工事で、工事現場が市内であること。
　２．他工事においても、本工事と同様に現場代理人の兼務を認めていること。
　３．兼務を行う工事の総数が、本工事を含めて３件までであること。
　４．兼務を行う工事の請負代金額の合計が３，５００万円未満であること。
　５．発注者又は監督員が求めた場合には、工事現場に速やかに向かう等の対応ができること。
なお、工事現場における運営、取締り及び権限の行使に支障がある場合、及び、発注者との連絡体制が確保されていな
いと監督員の認めた場合は、兼務を取り消すものとする。
現場代理人が兼務となった場合は、本工事の監督員及び他工事の監督員の双方に、現場代理人兼務届を提出しなけ
ればならない。

(１) 受注者は、契約の履行に当たって、暴力団又は暴力団員等から、事実関係及び社会通念等に照らして合理的な理
由が認められない不当若しくは違法な要求又は契約の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警察へ通報するととも
に、可児市が行う契約からの暴力団排除に関する措置要綱（平成２２年可児市訓令甲第４７号）に定める様式第９号によ
り可児市に報告しなければならない。なお、通報・報告がない場合は、可児市建設工事請負契約に係る指名停止措置要
領に基づき、指名停止等の措置を行うことがある。

電子納品について

「岐阜県電子納品要領」等に基づき、電子納品を行うこと。なお、電子納品の内容については、監督員と事前に協議し、
決定すること。

その他

現場代理人の兼務について

暴力団等による不当介入における通報義務について

法定外の労災保険の付保

本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

(２) 受注者は、暴力団又は暴力団員等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に工事等を完了することができな
いときは、発注者に履行期間の延長変更を請求することができる。

　公共施工区域内に可児市公共基準点が設置してある場合は、基準点鋲を滅失・き損または、その効用に支障をきたす
ことのないよう充分に留意すること。施工上止むを得ず支障となる場合は、事前に監督員に報告すること。

新型コロナウイルスの影響により、工期の見直しや請負代金額の変更等が必要になる場合については監督員と協議を行
うこと。なお、特段の事情がない限り、受注者の責によらない事由によるものとして取り扱うものとする。

学校の生徒や先生、来場者等への安全対策に配慮すること。また、学校運営に支障が無い様にするため、学校や教育委員会
と事前に仮設計画や工程等に関する協議を行うこと。

新型コロナウイルス感染症の罹患に伴う対応について

　本工事において、下記について適切に対応するものとする。

国の「新型コロナウイルスの感染症対策基本方針」及び岐阜県の「建設現場等における新型コロナウイルス感染症対応マ
ニュアル」に準拠する。

工事現場等において現場状況等を勘案しつつ、現場内のアルコール消毒設置や定期的な消毒など感染予防対策を徹
底すると共に、担当職員や全ての作業従事者等の健康管理に留意すること。

受注した工事に係る作業従事者等において、感染が疑われる場合もしくは感染が判明した場合は、発注者及び保健所
等に連絡すると共に、保健所等の指示に従い適切な措置が講じられるよう、周知を徹底すること。



広見小学校

兼山小学校



工事名

施工条件
明示項目 明示事項 制約条件等

工 程 Ａ．工種（ ）

Ｂ．期間（ ～ ）

Ａ．工種（ ）

Ｂ．期間（ ～ ）

Ａ．協議済機関及び内容( ）

Ｂ．未協議機関及び内容( ）

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　　

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　

Ａ．協議済内容( ）

Ｂ．未協議内容( ）

８．施工時期 Ａ. 施工時期（ ）

９．その他 Ａ．その他（ ）

用 地 Ａ．区間(No. ～ No. ）

Ｂ．着工見込時期( ）

Ｃ．内容（ ）

Ａ．場所（ ）

Ｂ．処理の見込み時期( ）

Ｃ．未買収地への立ち入り可否( ）

Ａ．官有地

Ｂ．民有地

Ｃ．その他（ ）

Ｄ．別途協議

４．その他 Ａ．その他（ ）

公 害 対 策 Ａ．騒音（ ）

Ｂ．振動（ ）

Ｃ．水質（ ）

Ｄ．その他（ ）

２．事業損失防止に関する調査あり Ａ．調査の項目( ）

３．環境影響調査あり Ａ．生物・植物調査あり

４．土壌汚染対策法に関する届出
Ａ．アスベスト含有材あり

Ｂ．フロン回収あり

Ｃ．その他（ ）

安 全 対 策 Ａ．全面通行止め

Ｂ．片側通行止め

Ｃ．時間制限あり（ ）

Ａ．迂回路あり

Ｂ．仮設歩道必要

Ａ．区間(No. ～ ）配置人員 人/日
Ｂ．区間(No. ～ ）配置人員 人/日
Ｃ．区間(No. ～ ）配置人員 人/日
Ｄ．交替要員あり

Ａ．工法制限あり（ ）

Ｂ．作業時間制限あり( ）

Ａ．協議済内容( ）

Ｂ．未協議内容( ）

６．その他 Ａ．その他（ ）

工 事 用 道 路 Ａ．搬入経路指定あり

Ｂ．時間帯制限あり

Ａ．一般交通供用あり

Ｂ．安全施設必要（ ）

Ｃ．路面工（ ）

Ｄ．工事完了後存続又は撤去（ ）

Ｅ．構造（ ）

Ｆ．用地（借地）

Ｇ．用地（公用地）

Ｈ．用地（その他）

３．その他 Ａ．その他（ ）

指 定 仮 設 備 １．仮設物の指定又は一部指定あり Ａ．工種（ ）

Ａ．工種（ ）

Ｂ．内容（ ）

３．その他 Ａ．その他（ ）

学校敷地内通行注意

Ａ．届出済（3,000㎡以上の土地の形質の変更、工事着手30日前まで）

広見小学校、兼山小学校

特記仕様書
（条件明示）

下記項目、事項のうちレ印該当欄は、工事施工にあたって制約等をうけることになるので明示する。

なお、明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、市と協議し適切な処置を講ず
るものとする。

２．他機関協議による工程条件あり

４．占用許可状況（　　　　　　　　）

５．建築確認

７．文化財協議（文化財課）

１．関連する別途発注工事あり

６．河川区域、保全区域内作業あり

３．他機関との協議状況

可児市立小学校特別教室空調設備設置工事(その５)

５．バス路線（運行者との協議）

１．一般道路（搬入路）の使用制限

２．仮設道路の設置条件あり

２．仮設構造物の転用、兼用あり

１．用地補償物件撤去まで着工制限あり

２．工事用地の未買収

３．仮設ヤードの有無

１．施工方法の制限あり

５．その他

１．交通規制あり

２．通学路あり

３．交通整理員

４．鉄道等の近接作業制限あり



明示項目 明示事項 制約条件等

Ａ．運搬距離（ km ）

１．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．投棄料計上あり

［場所が未確定］ Ｃ．整地（押土、敷均、締固等）必要

Ｄ．整地（押土）必要

Ａ．盛土、埋戻

２．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．ストックヤード利用あり（ ）

［自工事へ流用］ Ｃ．仮置場必要（ ）

Ｄ．運搬距離（ km ）

Ｅ．仮置場の用地借上費計上あり

Ａ．場所（ ）

Ｂ．盛土、埋戻

Ｃ．整地（押土、敷き均し、転圧）あり

３．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

［他工事へ流用、または処分地指定］ Ｅ．仮置場必要（ ）

Ｆ．運搬距離（ km ）

Ｇ．仮置場の用地借上費計上あり

Ｈ．処分料計上あり

Ａ．他工事名（ ）

Ｂ．請負者運搬あり（運搬距離 km ）

４．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｃ．盛土、埋め戻し

［他工事からの流用］ Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

建 設 発 生 土 Ｅ．仮置場必要（ ）

建 設 （ 産 業 ） 廃 棄 物 Ｆ．仮置場の用地借上費計上あり

関 係 Ａ．種類（ ）

５．産業廃棄物の処理条件あり Ｂ．場所（ ）

[特別管理産業廃棄物］ Ｃ．中間処理施設までの運搬距離（ km ）

Ｄ．処理費計上あり

Ａ．槽内洗浄必要

Ｂ．可児市環境課と打合せの必要あり

Ａ．産業廃棄物管理票（マニフェスト）

７．「岐阜県建設副産物有効利用及び適正処理実
　　施要綱」に基づく提出・提示書類あり Ｃ．コブリス

Ｄ．廃棄物処理委託契約、許可書

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
工 事 支 障 物 件 Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．管理者による高さ調整 （ ）
Ｂ．請負者による高さ調整 （ ）
Ａ．移設時期 （ ）
Ｂ．移設時期 （別途協議）

８．その他 Ａ．その他（ ）

１．濁水、湧水処理条件あり Ａ．方法（ ）

２．その他 Ａ．その他（ ）

Ａ．ＲＣ

Ｂ．アスファルト再生合材（30％再生）

Ｃ．アスファルト再生合材（100％再生）

Ｅ．

２．その他 Ａ．その他（ ）

Ａ．品名（ ）

Ｂ．納入場所( ）

Ａ．品名（ ）

Ｂ．引渡し場所( ）

Ａ．仮設費（ ）

Ｂ．安全費（ ）

Ｃ．営繕費（ ）

Ｄ．地域連携（ ）

４．「可児市工事品質証明実施要領」該当あり Ａ．品質証明員の配置あり

Ａ．範囲（ ）

Ｂ．時期（ ）

６．その他 Ａ．その他（ ）

再 生 材 使 用

排 水 工 関 係

そ の 他

７．占用支障物件あり（その他）

５．占用支障物件あり（ガス）

６．占用支障物件あり（ﾏﾝﾎｰﾙ蓋、仕切り弁蓋等）

２．占用支障物件あり（電話）

６．浄化槽、汲み取り便槽の取壊し処分あり

１．占用支障物件あり（電気）

４．占用支承物件あり（下水道）

３．占用支障物件あり（水道）

Ｂ．建設発生土管理状況書類及び処理地の関係図書

５．部分使用

Ｄ．再生材を使用できない場合別途協議

３．現場環境改善

２．支給材あり

１．現場発生材あり

１．再生材使用指定あり



可児市立小学校特別教室空調設備設置工事(その５)

A 建築工事 1.00 式

E 電気設備工事 1.00 式

M 機械設備工事 1.00 式

Ⅰ 直接工事費 1.00 式

Ⅱ 共通仮設費 （共通仮設工事費積上分を含む） 1.00 式

　 純工事費　　　計 　 　

　
Ⅲ 現場管理費 1.00 式

工事原価　　　計

　 　 　
　

Ⅳ 一般管理費等負担額 1.00 式

工事価格　　計

　
Ⅴ 消費税相当額 1.00 式

総　　合　　計

金　　　　額 備　　　　　　　　　　考記号 工    事    名    称 摘　　　　　　　　　要 数　　量 単位 単　　　価



A 建築工事

兼山小学校 1.0 式

広見小学校 1.0 式

計

名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考



E 電気設備工事

兼山小学校 1.0 式

広見小学校 1.0 式

計

金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価



M 機械設備工事

兼山小学校 1.0 式

広見小学校 1.0 式

計

名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考



Ⅱ 共通仮設工事費積上

兼山小学校 1.0 式

広見小学校 1.0 式

計

名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考



兼山小学校

A 建築工事

1 直接仮設工事 1.0 式

2 内装工事 1.0 式

3 廃材積上・運搬・処分 1.0 式

計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



1 直接仮設工事

墨出 仕上げ 297.0 ｍ2

養生 仕上げ 297.0 ｍ2

整理清掃片付け 297.0 ｍ2

内部足場 脚立足場　並列 297.0 ｍ2

小　　　計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



2 内装工事

天井点検口取付 450×450 9.0 箇所

アルミパネル貫通処理 3.0 箇所

小　　　計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



3 廃材積上・運搬・処分

混合廃棄物処分費 1.0 ｍ3

同上運搬費 1.0 回

同上積込費 1.0 ｍ3

小　　　計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



兼山小学校

E 電気設備工事

1 空調制御盤増設 1.0 式

2 配管配線工事 1.0 式

計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



1 空調制御盤増設

増設空調制御盤（ACP-2） 1.0 面

小　　　計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



2 配管配線工事

露出配管　① C63 137.0 ｍ

露出配管　③ C51 34.0 ｍ

露出配管　② C39 82.0 ｍ

プルボックス（SS-1） SUSWP　500*500*300 1.0 個

プルボックス（SS-2） SUSWP　300*300*300 4.0 個

ケーブル（管内） EM-CET60sq 137.0 ｍ

ケーブル（管内） EM-CET14sq 34.0 ｍ

ケーブル（管内） EM-CE8sq-4c 82.0 ｍ

電線（管内） EM-IE14sq 137.0 ｍ

電線（管内） EM-IE5.5sq 34.0 ｍ

小　　　計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



兼山小学校

M 機械設備工事

1 空調機器設備工事 1.0 式

2 空調配管設備工事 1.0 式

計

金   額 備　考名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価



1 空調機器設備工事

PAC-1 C:25.0kw　H:28.0kw

空冷ヒートポンプエアコン ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ鍵付BOX共

ツイン同時マルチ 集中リモコンAD 1.0 台 音楽室

PAC-2 C:20.0kw　H:22.4kw

空冷ヒートポンプエアコン ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ鍵付BOX共

ツイン同時マルチ 集中リモコンAD 1.0 台 理科室

PAC-3 C:20.0kw　H:22.4kw

空冷ヒートポンプエアコン ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ鍵付BOX共

ツイン同時マルチ 集中リモコンAD 1.0 台 家庭科室

同上機器据付工事費 1.0 式 代価-1

コンクリートベース L=500 6.0 個

小　　　計

金   額 備　考名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価



2 空調配管設備工事

屋内一般・屋外 液管

冷媒管 φ9.5 42.0 ｍ

屋内一般・屋外 ガス管

冷媒管 φ15.9 19.0 ｍ

屋内一般・屋外 ガス管

冷媒管 φ25.4 23.0 ｍ

屋内一般

ドレン管 VP-20 4.0 ｍ

屋内一般

ドレン管 VP-25 18.0 ｍ

屋外

ドレン管 VP-25 17.0 ｍ

保温外装工事 1.0 式 代価-2

連絡線 EM-CEE2.0-3C 42.0 ｍ

リモコン線 EM-CEE1.25-2C 46.0 ｍ

メタルモール MMA 6.0 ｍ

小　　　計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



【代価-1】

PAC-1　室外機 C:25.0kw　H:28.0kw

空冷ヒートポンプエアコン

ツイン同時マルチ 1.0 台

PAC-1　室内機 C:12.5kw　H:14.0kw

空冷ヒートポンプエアコン

ツイン同時マルチ 2.0 台

PAC-2、3　室外機 C:20.0kw　H:22.4kw

空冷ヒートポンプエアコン

ツイン同時マルチ 2.0 台

PAC-2、3　室内機 C:10.0kw　H:11.2kw

空冷ヒートポンプエアコン

ツイン同時マルチ 4.0 台

ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ鍵付BOX共

個別リモコン 屋内基盤組込み 3.0 台

　計

【代価-1】　採用価格

金   額 備　考名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価



名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考

【代価-2】

材料

屋内PDスリムダクト PD-120 23.0 ｍ

材料

PD　スリムダクト　L 6.0 個

材料

PD　スリムダクトジョイント 3.0 個

材料

PD　ウォールプレート 3.0 個

工事費

屋内PDスリムダクト PD-120 23.0 ｍ

工事費

PD　スリムダクト　L 6.0 個

工事費

PD　スリムダクトジョイント 3.0 個

工事費

PD　ウォールプレート 3.0 個

SUSラッキング 19.0 ｍ

材料

屋内ドレン管用保温　20A 4.0 ｍ

材料

屋内ドレン管用保温　25A 18.0 ｍ

工事費

屋内ドレン管用保温　20A 4.0 ｍ

工事費

屋内ドレン管用保温　25A 18.0 ｍ

　計

【代価-2】　採用価格



単  価 金   額 備　　考名　　称 摘　　要 数 量 単位

  兼山小学校

Ⅱ 　共通仮設工事積上

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 10ｔ 1.0 日

高所作業車 16ｍ 3.0 日

耐圧試験等 1.0 式

小　　　計



広見小学校

A 建築工事

1 直接仮設工事 1.0 式

2 内装工事 1.0 式

3 廃材積込・運搬・処分 1.0 式

計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



1 直接仮設工事

墨出 仕上げ 539.0 ｍ2

養生 仕上げ 539.0 ｍ2

整理清掃片付け 539.0 ｍ2

内部足場 脚立足場　並列 539.0 m2

小　　　計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



2 内装工事

天井点検口取付 450×450 21.0 箇所

アルミパネル貫通処理 5.0 箇所

新設中残　既設硝子加工

アルミパネル取替工事 アルミパネル　400*400 3.0 箇所

壁貫通処理 φ100-150　ｺｱ抜き 1.0 箇所

小　　　計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



3 廃材積上・運搬・処分

混合廃棄物処分費 1.0 ｍ3

同上運搬費 1.0 回

同上積込費 1.0 ｍ3

小　　　計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



広見小学校

E 電気設備工事

1 空調制御盤増設 1.0 式

2 配管配線工事 1.0 式

計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



1 空調制御盤増設

増設空調制御盤（ACP-3） 1.0 面

小　　　計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



2 配管配線工事

露出配管　① C63 1.0 ｍ

露出配管　③ C51 37.0 ｍ

露出配管　② C39 176.0 ｍ

露出配管　④ C25 29.0 ｍ

プルボックス（SS-1） SUSWP　500*500*300 1.0 個

プルボックス（SS-2） SUSWP　300*300*300 8.0 個

ケーブル（管内） EM-CET60sq 3.0 ｍ

ケーブル（管内） EM-CET14sq 37.0 ｍ

ケーブル（管内） EM-CE8sq-4c 176.0 ｍ

ケーブル（管内） EM-CE3.5sq-3c 29.0 ｍ

電線（管内） EM-IE14sq 3.0 ｍ

電線（管内） EM-IE5.5sq 37.0 ｍ

小　　　計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



広見小学校

M 機械設備工事

1 空調機器設備工事 1.0 式

2 空調配管設備工事 1.0 式

3 計装設備工事 1.0 式

計

金   額 備　考名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価



1 空調機器設備工事

PAC-1 C:20.0kw　H:22.4kw

空冷ヒートポンプエアコン ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ鍵付BOX共

ツイン同時マルチ 集中リモコンAD 1.0 台 図工室

PAC-2 C:20.0kw　H:22.4kw

空冷ヒートポンプエアコン ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ鍵付BOX共

ツイン同時マルチ 集中リモコンAD 1.0 台 家庭科室

PAC-3 C:20.0kw　H:22.4kw

空冷ヒートポンプエアコン ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ鍵付BOX共

ツイン同時マルチ 集中リモコンAD 1.0 台 理科室

PAC-4 C:25.0kw　H:28.0kw

空冷ヒートポンプエアコン ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ鍵付BOX共

ツイン同時マルチ 集中リモコンAD 1.0 台 図書室

PAC-5 C:4.0kw　H:4.5kw

空冷ヒートポンプエアコン ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ鍵付BOX共

集中リモコンAD 1.0 台 相談室

PAC-6 C:20.0kw　H:22.4kw

空冷ヒートポンプエアコン ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ鍵付BOX共

ツイン同時マルチ 集中リモコンAD 1.0 台 音楽室

SC-1

集中リモコン タッチスクリーンコントローラー 1.0 台 職員室

同上機器据付工事費 1.0 式 代価-1

コンクリートベース L=500 12.0 個

小　　　計

金   額 備　考名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価



2 空調配管設備工事

屋内一般・屋外 液管

冷媒管 φ6.4 6.0 ｍ

屋内一般・屋外 液管

冷媒管 φ9.5 62.0 ｍ

屋内一般・屋外 液管

冷媒管 φ12.7 5.0 ｍ

屋内一般・屋外 ガス管

冷媒管 φ12.7 6.0 ｍ

屋内一般・屋外 ガス管

冷媒管 φ15.9 33.0 ｍ

屋内一般・屋外 ガス管

冷媒管 φ25.4 34.0 ｍ

屋内一般

ドレン管 VP-20 21.0 ｍ

屋内一般

ドレン管 VP-25 24.0 ｍ

屋外

ドレン管 VP-20 2.0 ｍ

屋外

ドレン管 VP-25 15.0 ｍ

保温外装工事 1.0 式 代価-2

連絡線 EM-CEE2.0-3C 72.0 ｍ

リモコン線 EM-CEE1.25-2C 101.0 ｍ

メタルモール MMA 12.0 ｍ

小　　　計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



3 計装設備工事

天井転がし

集中制御配線 CVV1.25ｍｍ2-2C 11.0 ｍ

管内

集中制御配線 CVV1.25ｍｍ2-2C 127.0 ｍ

冷媒管共巻

集中制御配線 CVV1.25ｍｍ2-2C 15.0 ｍ

露出

電線管 G(22) 127.0 ｍ

プルボックス SS100*100*100C 1.0 個

プルボックス SS100*100*100CWP-SUS 14.0 個

小　　　計

名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考



【代価-1】

PAC-1、2、3、6　室外機 C:20.0kw　H:22.4kw

空冷ヒートポンプエアコン

ツイン同時マルチ 4.0 台

PAC-1、2、3、6　室内機 C:10.0kw　H:11.2kw

空冷ヒートポンプエアコン

ツイン同時マルチ 集中リモコンAD 8.0 台

PAC-4　室外機 C:25.0kw　H:28.0kw

空冷ヒートポンプエアコン

ツイン同時マルチ 1.0 台

PAC-4　室内機 C:12.5kw　H:14.0kw

空冷ヒートポンプエアコン

ツイン同時マルチ 集中リモコンAD 2.0 台

PAC-5　室外機 C:4.0kw　H:4.5kw

空冷ヒートポンプエアコン

1.0 台

PAC-5　室内機 C:4.0kw　H:4.5kw

空冷ヒートポンプエアコン

ツイン同時マルチ 集中リモコンAD 1.0 台

SC-1

ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ

集中リモコン タッチスクリーンコントローラー 1.0 台

ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ鍵付BOX共

個別リモコン 屋内基盤組込み 11.0 台

計

【代価-1】　採用単価

金   額 備　考名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価



名　　　称 摘　　　要 数 量 単位 単  価 金   額 備　考

【代価-2】

材料

屋内PDスリムダクト PD-120 44.0 ｍ

材料

PD　スリムダクト　L 10.0 個

材料

PD　スリムダクトジョイント 4.0 個

材料

PD　ウォールプレート 5.0 個

工事費

屋内PDスリムダクト PD-120 44.0 ｍ

工事費

PD　スリムダクト　L 10.0 個

工事費

PD　スリムダクトジョイント 4.0 個

工事費

PD　ウォールプレート 5.0 個

SUSラッキング 28.0 ｍ

材料

屋内ドレン管用保温　20A 21.0 ｍ

材料

屋内ドレン管用保温　25A 24.0 ｍ

工事費

屋内ドレン管用保温　20A 21.0 ｍ

工事費

屋内ドレン管用保温　25A 24.0 ｍ

計

【代価-2】　採用単価



単  価 金   額 備　　考名　　称 摘　　要 数 量 単位

  広見小学校

Ⅱ 　共通仮設工事積上

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 10ｔ 1.0 日

高所作業車 16ｍ 3.0 日

耐圧試験等 1.0 式

小　　　計



 

可児市立小学校特別教室空調設備設置工事（その５） 

 

図面リスト 

 

可児市立兼山小学校特別教室空調設備設置工事 

共通 （２枚） 

機械 （４枚） 

電気 （２枚） 

建築 （１枚） 

 

可児市立広見小学校特別教室空調設備設置工事 

共通 （２枚） 

機械 （７枚） 

電気 （３枚） 

建築 （２枚） 

 



株式会社 ダイナ建築設計

【 図 面 リ ス ト 】

縮　尺番 号 図　　　面　　　名

設 計 図

01

02

03

04

05

06

07

08

全体配置図・付近見取図

特記仕様書

1：600

━

━

━機械設備　特記仕様書

空調設備　機器表

1：250

２０２１．０２

空調設備　１・２階平面図

空調設備　施工標準図

電気設備　系統図

電気設備　１・２階階電気配管配線図 1：250

━

━

可児市立兼山小学校特別教室空調設備設置工事

1：25009 建築　１・２階建具平面図



A.S

一級建築士大臣登録 第268609号

一級建築士事務所　岐阜県知事登録　第6325号

株式会社 ダイナ建築設計
CHECKEDDRAWNSCALE

　DRAWING NO

　DATE　DRAWING TITLE　NOTE　JOB TITLE

2021.02.伊 左 治  万 寿 夫

－特記仕様書
01

仕　様　書

１．工事名称

２．主要用途

３．工事種別

Ⅰ　工事概要

小学校

空調設備設置工事

４．計画施設

防火地域　　　指定なし

（１）

１．共通仕様

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様

「標準仕様書」という。）による。

電気設備改修工事及び機械設備改修工事を本工事に含む場合は、電気設備改修工事及び機械設備改修工事はそれぞれの

工事仕様書を適用する。

（２）

２．特記仕様

項目は、番号に○印の付いたものを適用する。（１）

（２）特記事項は・印のつ付いたものを適用する。

・印のつかない場合は、※印の付いたものを適用する。

・印と※印のついた場合は、共に適用する

特記事項に記載の（　　　）内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。（３）

特記事項に記載の（標　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。（４）

（５）Ｇ印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）の特定調達品目を示

す。

原則としてグリーン購入法における特定調達品目を使用するよう努める。

（６）標準仕様書又は改修標準仕様書で「特記がなければ、～」以下に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示して

いる場合において、それらが関係法令等（条例を含む）に抵触する場合には、関係法令等の遵守（１．１．１３）の規定

を優先する。

（６）「大規模地震対策特別措置法」による警戒宣言が発せられた場合、被害想定される地域においては工事請負人は人身の保

護及び安全な避難に必要な補強、落下防止等の保全措置を講ずるとともに工事中断の措置をとること。

その他適用基準として、可児市建設工事共通仕様書による。

Ⅱ　仕様書

５．工事項目

電気設備工事　　　一式

建築工事　　　　　一式

機械設備工事　　　一式

書（建築工事編）（平成３１年版）による。（以下「改修標準仕様書」という。）なお、改修標準仕様書に記載されてい

ない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成３１年版）」（以下

施設名称　　　可児市立　兼山小学校

工事場所　　　可児市兼山１４４４番地１

建物概要　　　鉄筋コンクリート造一部鉄骨　２階建て

可児市立兼山小学校特別教室空調設備設置工事

可児市立兼山小学校特別教室空調設備設置工事

敷地面積　　　３４，２６６㎡

用途地域　　　指定なし

・

・工事写真の取り方（改定第２版）建築編（建設大臣官房官庁営繕部監修）

章 項目 特記事項 章 項目 特記事項

１

共

通

事

項

１

共

通

事

項

・建築物解体工事共通仕様書・同解説　平成２４年版

適用基準等１

２ 施工中の安全確保及

び環境保全 次の工事を施工する場合は、工事車両の通行する各要所に保安要員を配置して、児童の安全確保を図る。

・　機器・資材の搬入時

・　解体廃材搬出時

・　その他必要と認められた時

(1.1.4)工事実績データ作成３

・建築工事標準詳細図　最新版　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

受注者は、受注時、変更時、完成時の各時点において工事請負金額が500万円以上の工事について、

工事実績情報システム（コリンズ）に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として作成

した「登録のための確認のお願い」をコリンズから監督員にメール送信し監督員の確認を受けたうえ、

受注時は契約（フレックス工期による契約方式の場合は工事開始日）後、土曜日、日曜日、祝日等を

除き１０日以内に、登録内容の変更時は変更があった日から、土曜日、日曜日、祝日等を除き１０日

以内に、完成時は工事完成後、土曜日、日曜日、祝日等を除き１０日以内に、訂正時は適宜登録機関

に登録しなければならない。登録対象は、工事請負代金額500万円以上の全ての工事とし、受注・変更

完成・訂正時にそれぞれ登録するものとする。

　また、登録機関発行の「登録内容確認書」は、コリンズ登録時に監督員にメール送信る。なお、変

更時と完成時の間が１０日間（土曜日、日曜日、祝日等を除く）に満たない場合は、変更時の登録申

施工計画書 (1.2.2)

・適用する　　・適用しない

電気保安技術者

工種別施工計画書

　該当する工事別に作成し、監督員に提出する。

(1.3.3)

工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画を作成し、監督職員に提出する。

発生材の処理等６

５

４

請を省略できる。また、本工事の完成後において訂正または削除する場合においても同様に、コリン

ズから発注者にメール送信し、速やかに発注者の確認を受けたうえで、登録機関に登録申請しなけれ

ばならない。

　また、建設副産物を排出するにあたっては、建設リサイクル法を遵守するとともに、「岐阜県建設

副産物有効利用及び適正処理実施要綱」により、適切に実施すること。

　　　

既存部分等への措置 (1.3.12)

　工事の施工に伴い、既存築造物部分、工事目的物の施工済み部分等に汚染又は損傷を与えた場合は、

請負者の責任において構造及び仕上げを原形に復旧する。

(標3.2.5)建設発生土の処理

種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

埋戻し及び盛土 (標3.2.3)

※再生クラッシャラン Ｇ　・切込砂利又は切込砕石

砂利地業 (標4.6.3)

材料等

　・構外搬出　処分先：可茂陸砂利組合の指定する処分場

　・可児市建設発生土処理基準、岐阜県埋め立て等の規制関する条例及び岐阜県建設発生土管理基準

　　に従って適切に処分を行う。(土砂等採取元証明書等の提出）

　　根切工事の最中に土壌が汚染されていると思われる場合、監督員と協議する。

本工事施工にあたり周辺環境に対して影響を与えないよう、養生・整理清掃・安全対策に十分留意して

監督員と協議の上実施する。

工事着工以前に監督員と協議を行い、解体工事等の騒音、粉じん・塗装工事の悪臭等、周辺に影響を及

ぼすあそれのある工事に対して十分注意をはらう。また、施工方法・施工手順についても配慮する。

(1)　本工事に使用する建設材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする。

　　 使用する建設材料が、国土交通大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機器等品質性能評価

　　 事業　設備機器等評価名簿(最新版)」による場合は、評価書の写しを持って、品質及び性能を

　　 有することの証明となる資料の提出を省略することができる。

(2)  室内に使用する建材、接着剤等は揮発性有機化合物(ＶＯＣ)の放出量の少ない材料とし、監督

　　 員の承諾を得ること。

周辺環境への配慮等

(1.6.2)

※適用する　・適用しない

技能士13

12

11

10

９

８

７

完成時の提出書類

工事完成時には、「可児市建設工事における取扱書類一覧表」に基づき書類を整理し、完成図書として

まとめ監督員に提出すること。

完成図は、施工図も含め完成製本(Ａ２二つ折り、Ａ３二つ折り）各2部を提出すること。

また、ＣＡＤデータ(ＪＷＷまたは、ＤＸＦ）を提出する。

14

完成時検査
完成検査は、あらかじめ監督員の完成下検査を受検し、指示事項等をすべて完了したうえで受けなけれ

ばならない。

完成検査は、現場検査及び書類検査を実施する。

完了検査時に持参する必要書類は、監督員の指示による。

15

保全に関する資料

建物の適正な保全に関する資料を監督員と協議の上作成し、保証書(設備機器、その他)、設備機器取扱

説明書、鍵引渡書と共に監督員に提出すること。

軽微な変更等

現場の納まり、取り合い等の関係による協議の中で、形状、寸法の軽微な変更は、監督員の指示によ

る。なお、この場合請負金額の変更は行わない。

事故報告

　　 ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と協議の上、回答期

 2　 実施に当たっては、可児市工事監督におけるワンデーレスポンス実施要領に基づき実施する。

 4   受注者は、施工計画に基づいて適切な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら、施工す

　　 るものとする。

工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に通報するとともに、事故発生報告書を監督

職員に速やかに提出すること。

19

18

17

16

ﾜﾝﾃﾞｰﾚｽﾎﾟﾝｽの取扱について  1　 この工事は、ワンデーレスポンス実施対象工事である。

　　「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議、報告、承諾願、立会願等への回答は、基

　　 本的に「その日のうち」に回答するよう対応することである。

　　 限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

 3   受注者は工事施工中において、問題が発生した場合や計画工程と実施工程を比較照査し、差異

　　 が生じた場合は速やかに監督職員へ報告すること。

工事書類の簡素化

提出・提示書類は、別添「可児市建設工事における取扱い書類一覧表」に基づき実施するものとする。

20

受注者は、可児市建設工事共通仕様書により適切に処理すること。

また、工事打合せ簿（指示、協議、承諾は除く）、材料確認簿、夜間・休日作業届けの書類を提出す

る場合は、所定の様式に基づき、電子メールにて提出するものとし、書面には署名または押印する必

要はないものとする。これらに定めのない事項については、監督員と協議する。

建設機械21

 1 本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」（国土交通省告示、平成

　 13年4月9日改正 )に基づき指定された建設機械を使用しなければならない。ただし、施工時期、

　 現場条件等により一部機種の調達が不可能な場合は、認定機種と同程度と認められる機種または

　 対策をもって監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとする。

 2 本工事において、排出ガス対策型建設機械を使用する場合は、可児市建設工事共通仕様書により

　 適切な建設機械を使用すること。

　 排出ガス対策建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現場代理人は、

　 施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

関係法令等の手続き

工事施工に当たり、適用を受ける関係法令等により許可等を有する場合は、請負者の責任及び負担に

て遅滞なく手続きを行うこと。

電子納品について

その他

「岐阜県版電子納品要領(案)」及び、「岐阜県電子納品運用ガイドライン(案)」に基づくこととする

が、図面の記録形式はＤＸＦとする。これにより難い場合は監督員と協議する。

工事に際し、保険に加入すること。

本工事において、発注者、請負者及び全下請人を被保険者として、工事着手から工事目的物の引渡し

までの期間について、賠償責任保険(保険対象：第三者に与えた被害)及び、火災保険(保険対象：工事

建物)、建設工事保険等(保険対象：一般的損害）に加入するものとする。

また、工事着手前に保険書の写しを監督員に提出すること。

24

23

22

施工条件25

本工事は学校において児童の教育活動と併行して施工するものであることから、児童への危険防止に

細心の注意を払うことはもとより、仮設並びに施工方法について、監督員及び学校関係者と充分協議

の上、施工すること。また、必要と思われる箇所には、安全対策の処置を施す。

26 仮囲い

屋外機設置工事の施工時には、周囲にガードフェンスを設ける。
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　章　　　項　　　　目　　　　　　　特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

一
 
般
 
共
 
通
 
事
 項

 1.設計温湿度

機械設備工事機材承諾図様式集（平成２５年版）によるほか、監督職員の指示による。

・　本工事とし下記項目の測定表を提出する。　　　・　別途とする。

　　・ 風量調整　　　・ 水量調整　　・ 室内外空気の温湿度の測定
　　・ 室内気流及びじんあいの測定　 ・ 騒音の測定　　
　　・ 飲料水の水質の測定　　　　　 ・ 初期運転状態の記録

　  調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

製造者規格による標準品としてよい。
換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、

　重要機器は次のものを示す。
　　・ 給水機器（　　　　　　　　　　） ・ 排水機器（　　　　　　　　　　）
　　・ 換気機器　　　・ 空調機器　　　　・ 熱源機器　　　　・ 防災設備
　　・ 監視制御設備　・ 危険物貯蔵装置　・ 火を使用する設備

（２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とした値とする。
　　・ 避難経路上に設置する機器  ・消火設備（　消火用充水槽　）

の案内板を設備機械室に設ける。但し、案内板の大きさは、約　　　ｍ2とする。

(1)呼び径６０Ｓｕ以下のステンレス鋼管の継手は、下記による。
   メカニカル形管継手（　・　拡管式　　　・　プレス式　）
(2)建物導入部配管の変位吸収方法は標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。
　 ・ （ａ）　　・ （ｂ）　　・ （ｃ）
(3)溶接部の非破壊検査　　　・　不要　　　　・　要（　　　　　　　）

機器等の取扱い方法及び重要な定期点検項目を記載した ・ アクリル樹脂製 ・ 市販パネル

(1)地中埋設標　　　　・　要（図示による）　　　　・　不要
(2)埋設表示テープ　　・　要（排水管を除く）　　　・　不要

特記のない弁は、ＪＩＳ又はＪＶ ５Ｋとする。
油系に使用する弁は、１０Ｋ（マレアブル弁等）とする。
水道直結給水配管系に使用する弁は、ＪＩＳ又はＪＶ １０Ｋとする。
ステンレス鋼管に取り付ける呼び径６５以上の弁は、ステンレス製とする。

・　ベローズ形　　　・　スリーブ形

   防振支持金物

取付位置は図示による。

取付位置は図示による。

標準仕様書第２編によるほか次による。ただし各工事種目で別に指定されたものは除く。

・　屋外　SUSラッキング
・　屋内　スリムダクト

塗装要（ガス配管屋外露出部分、計装配管　　　　　　）

既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、図面に特記のない場合はダイヤモン
ドカッターによる。

（　　）書き又は△を頭に付した室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

図面に特記なき場合は、「他工事との取合い区分表」による。

電線及びＥＭケーブルの規格は標準仕様書第４編１.５.１表４.１.１１による。
電線類は、ＥＭケ－ブルを使用する。（機器、盤類を除いてもよい）

屋外設置のマンホール類には用途名を入れる。

　上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、
　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階以上の場合は上層４階とする。
　中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

　設計用標準水平震度

　　　設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては

耐震措置の計算及び施工方法は次によるほか、建築設備耐震設計・施工指針２００５年版

（１）機器の据付け及び取付け
（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

　　　有効質量）に、地域係数［ ・ 1.0　・ 1.2 ］及び次に示す設計用標準水平震度を
　　　乗じたものとする。

・ ６０Hz    ・ ５０Hz

(1)機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
(2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。 1.既設との取合い

　調査範囲、方法　　・　図示　　・ 

 2.施工調査 事前調査　　・ 本工事　　・ 別途
　調査項目　・ 既存資料調査

 3.仮設間仕切

既存部分の養生は、改修標準仕様書第１編３章による。 4.養生

改修標準仕様書第３編２.２.８「既設ダクトの再利用」による。
ダクト内清掃　・ 行う　　・ 行わない

 5.既設ダクトの再利用

放射線透過検査等による埋設物の調査は( ・ 要　・ 不要 )とする。
範囲は監督職員の指示による。なお、検査費は別途とする。

 6.非破壊検査等

 7.試験 （１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。
（２）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

撤去する配管、ダクト等の保温は分離する。
撤去する配管、ダクト等の支持金物、吊りボルト等は本工事にて撤去する。
石綿含有分析調査　　・ 本工事　　　・ 別途工事

により、次の書類の写しを監督職員に提出する。
冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編２.４.３

 8.撤去工事

 9.冷媒(フロン類)の回収

石綿撤去方法　　　　・ 図示による

　・ フロン回収行程管理表　　・ 特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）

に準じて冷媒の大気中への放出を防止する措置を講じること。
パッケージ形空気調和機の移設等により、冷媒の回収が必要となる場合においても上記
撤去する前にフロンを屋外側ユニットに集める作業（ポンプダウン）を行う。

仮設間仕切は、改修標準仕様書第１編２.２.３による。種別( ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 )

本工事で作成する施工図等のうち、次の原図及びその複写図(１部)を監督職員に提出する。
ただし、製作図等で原図として提出ができないものは、原図に代わるものとしてよい。
なお、施工図等の著作権に係る当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する。

　　　試験成績書　　　　一式、　機器・配管固定の施工図　　　　一式
　　　機器製作図　　　　一式、　制御システム図　　　　　　　　一式

●
改
修
関
係
事
項

基本方針における公共工事の配慮事項（「資材の梱包及び容器は、可能な限り簡易であって、

10.施　工　図　等

12.機材の承諾図

13.総 合 調 整

14.電　動　機

15.電源周波数

16.容量等の表示

17.耐 震 措 置

18.案　内　板

19.配　　管

20.地中埋設標等

21.弁　類

22.絶縁フランジ・絶縁継手

23.鋼管用伸縮管継手

24.防振吊り金物及び

25.保　　温

26.塗　　装

27.は　つ　り

28.天井仕上区分

29.他工事との工事区分

30.電線類

31.そ　の　他

11.完　成　図　等
ＣＡＤデータはオリジナル形式及びＰＤＦ形式とする（ＰＤＦは１ファイルにまとめる）。
標準仕様書によるほか以下による。

縮刷製本を作成する。保全に関する資料とともに部数等は監督職員の指示による。

●
空
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調
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　章　　　項　　　　目　　　　　　　特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

10.温度計・圧力計

 3.ばい煙濃度計取付座 ・ 設ける　　　 ・ 設けない

 2.ばいじん量測定口 設ける（測定口は８０mm以上とし、取り付け箇所は煙道の直線部とする）

 4.ダ　ク　ト  ・ 低圧ダクト　 ・ コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）
　　　　　　　　 ・ アングルフランジ工法
 ・ 高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）

 5.チャンバー  (1)内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。
 (2)空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音
　　内貼したチャンバーには、寸法（ ・ 約４００×６００Ｈ　・ 約５５０×７５０Ｈ ）
　　の点検口を設ける。
 (3)外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないよ
　　うに施工する。

　　　　　　　　　　　復帰方式（ ・ 遠隔　　　・　　　　　　）
　　　　　　　　　　  定格入力はＤＣ２４Ｖ　０．７Ａ以下とする。
 (2)ピストンダンパー　復帰方式（ ・ 遠隔　　　・　　　　　　）

 (1)防煙ダンパー　　　操作方式　　瞬時通電式又は電動式（ＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下） 6.ダンパー

取付位置　・　図示した位置　・　 7.風量測定口

 8.配 管 材 料
　　　　　　　　　　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）Ｓｃｈ４０
　　　　　　　還管　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）Ｓｃｈ８０
 (2)油管　　　　　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（黒）
 (3)冷温水管　　　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（白）
    　　　　　　　　　　・ ステンレス鋼管（SUS304）
    　　　　　　　　　　・ 架橋ポリエチレン管（20Ａ以下）
 (4)冷却水管　　　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（白）
 (5)空調用排水管　　　　・ VP（外部：カラーVP）

 (1)蒸気管　　給気管　　・ 配管用炭素鋼鋼管（黒）

●
空
気
調
和
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　　（白）とする。

 　　　　　　　　　　　 ・ 塩ビライニング鋼管（ＶＡ又はＶＢ）

 (2)蒸気加熱コイル廻り（標準図）の弁は仕切弁とする。
 (3)ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往･還）には、ボール弁を取付ける。
　　また、ファンコイルユニットには、流量調整弁を設置する。

 9.弁　　類  (1)冷温水コイル廻り（標準図）の弁は（ ・ 仕切弁 ・ バタフライ弁 ）とする。

 (6)冷媒管　　　　　　　・ 断熱材被覆銅管
 (7)膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管は配管用炭素鋼鋼管

 (8)加湿用給水管　　　　・ ステンレス鋼管　　・ ポリ粉体鋼管（ ＰＡ又はＰＢ）

11.瞬間流量計

着脱式の場合、（４０Ａ　　　個　１００Ａ　　　個　）を付属する。
なお瞬間流量計の形式は、（ ・ 固定式　 ・ 着脱式 ）とする。
瞬間流量計はピトー管方式によるもので、止水コック付とし、図示の位置に取り付ける。

12.油面制御装置

　また、フロートスイッチ部はステンレス鋼製（油面検出部）とする。

　制御盤には（ ・ 給油ポンプ制御　・ 返油ポンプ制御　・ 漏えい検知警報
　・ 満油警報　・ 減油警報　・ 遠隔警報　 ・ 電磁弁制御 ）の端子を設ける。
　なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

13.保温及び消音内貼

 ・ 膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕
 　 様書第２編３．１．４の温水管の項による。

標準仕様書第２編３．１．４によるほか、次による。
 ・ 建物内の空気抜き管の保温は空気抜き対象管から空気抜き弁までとする。

 ・ 建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第２編３．１．４の温水管の項による。

 ・ 冷媒管の保温外装は下記による。

 ・ 暖房室及びその天井内を通る外気ダクトには保温を行う。(保温の厚さ２５ｍｍ）

 　　　屋内露出（ ・ 標準仕様書による　・ 保温化粧ケース（材質：　　　　））

　　 　・ カラー亜鉛鉄板　・ 溶融アルミニウム-亜鉛鉄板　・ ステンレス鋼板 ）

 ・ 還りダクトの保温要　（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）
 ・ 外気ダクトの保温要　（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）
 ・ 排気ダクトの保温要　（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）

　空気調和設備の当該項目による。

 1.ダ　ク　ト  ・ 低圧ダクト　 ・ コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）
 　　　　　　　　・ アングルフランジ工法
 ・ 高圧1ダクト（適用範囲は図示による）
 ・ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの適用範囲及び仕様は図示による。
 ・ 厨房系統の排気ダクトは標準仕様書より一番手厚いものを使用する。

 2.風量測定口 　取付位置　・ 図示した位置　・　

 3.ダンパー

 ・ 厨房系統　　　・ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統

 5.チャンバー  ・ 空気調和設備の当該項目による。

 4.シールする排気

次のダクトは保温を行う。

　 ダクトの系統

 6.保温

 ・ 厨房及び湯沸室の排気ダクトの保温要（保温の厚さ５０ｍｍ(RW)、範囲は図示による）
 ・ 多湿箇所のダクトの保温要　　　　　（保温の厚さ５０ｍｍ、範囲は図示による）
 ・ 全熱交換器の外気ダクトの保温要　　（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）

○
換
気
設
備

 1.ダ　ク　ト  ・ 亜鉛鉄板　　・ 普通鋼板（厚１．６mm）

 ・ 壁取付　（　・ スリット形　　・　　　　　　　　　　　）
 ・ 天井取付（　・ スリット形　　・ パネル形） 2.排煙口の形式

 3.排煙口開放装置  ・ 電気式　（ 遠隔復帰　 ・ 要　・ 不要 ）　　　　・ ワイヤ－式

 4.排煙風量測定 建築設備定期検査業務基準書平成２０年版（(一財)日本建築設備･昇降機センター）
の排煙風量の検査方法に準じる。

 ・ あり（ ・ 新設　・ 既設 ）　　・ なし

 3.電気計装用配線

 1.中央監視制御装置

 2.中央監視制御装置
 　の構成・機能

屋外、屋内露出の配線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

別図による

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

〇
自
動
制
御
設
備

○
排
煙
設
備

 　　　屋外露出（ ・ 標準仕様書による　・ 保温化粧ケース（材質： 　　 　）

 ・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編３．１
 　 ．５の排水管の項による。

　章　　　項　　　　目　　　　　　　特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

工 事 仕 様
１．共通仕様
　１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の標準仕様書等によ
　　　るものとし、・印のついたものを適用する。

　　　・　公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成３１年版)(以下「改修標準仕様書」という。)
　　　・　公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成３１年版)(以下「標準仕様書」という。)

２．特記仕様
　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。
　２）特記事項のうち選択する事項は、・印の付いたものを適用する。
　３）東海地震に係る地震防災対策強化地域内における工事にあっては「大規模地震対策特別措置法」による注意

　　　・　公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(平成３１年版)(以下「標準図」という。)
　２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの特記仕様書を適用する。
　　　なお、電気設備工事の特記仕様書は（　／　）図、建築工事の特記仕様書は（　／　）図による。

　　　情報が発せられた場合、受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な補強、落下防止等の保全措置を講ずる
　　　とともに、工事中断などの措置をとること。又この事実が発生した場合は、契約書第２６条（臨機の措置）
　　　によって処理されるものとする。
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・ 引渡しを要するもの　　　( ・ 金属類　　　・　　　　　　・　　　　　　）
・ 特別管理産業廃棄物　　　( ・ 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　）
・ 再生資源化を図るもの　　( ・ 塩ビライニング鋼管　　　　・　　　　　　）
・ 石綿含有品（ ・ 配管用成形保温材 ・ フランジ用ガスケット（ ・ 配管 ・ ダクト））
・ 引渡しを要するもの以外は構外適切搬出処理とする。
 　ただし（特別管理産業廃棄物　再生資源化を図るもの）の搬出処理費は別途とする。

 　再資源化等
　本工事は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」第９条による分別解体等実
施義務の対象建設工事となることが想定されるため、同法に基づき分別解体等及び特定建設
資材の再資源化等の実施について適正な措置を講ずる。ただし、工事契約後に明らかになっ
たやむを得ない事情により、工事契約時に予定した条件により難い場合は、監督職員と協議
協議する。
　また、分別解体・再資源化等の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資源化等をし
た施設の名称及び所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督職員に報告する。

　　 ・ 新築　　建築設備工事
　　 ・ 増築　　　・ 有　　　　　・ 手作業
　　 ・ 修繕　　　・ 無　　　　　・ 手作業･機械作業併用

（１）分別解体の方法

　　 ・ 模様替

　　工　程　　　作業内容　　　　　　　分別解体の方法

（２）特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設
　　特定建設資材廃棄物の種類　　　　再資源化等をする施設名称　　　所　在　地

　　 ・ コンクリート及び鉄から成

　　 ・ 廃せっこうボード

　　 ・ コンクリート

　　　　る建設資材

　届出に係る事項の説明時に上記と異なる施設（同種の再資源化等を行う施設に限る。）

　　　　　　　　　　　　　　　※構外搬出の搬出先は監督職員との協議による。
・ 構内敷きならし　　　　　　・ 構外搬出（片道運搬距離　  km）

・本工事は、建設発生土情報交換システム（以下「システム」という。）の登録対象工事で
　あり、受注者は、工事の実施に当たっては土量、土質、土工期等に変更が有った場合、速
　やかに当該システムのデーター更新を行うものとする。尚、これにより難い場合には、監
　督職員と協議しなければならない。

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。
　規制対象外
　　・建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアル
　　　デヒド発散建築材料以外の材料
　　・建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
　第三種

　　・建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
　　・建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（以下「グリーン購入法」という。）

　グリーン購入法（平成１２年法律第１００号）に基づく環境物品等の調達の推進に関する

再生利用の容易さ及び廃棄時の負荷低減に配慮されていること。」）に留意すること。
　本工事の建築物内部に使用する機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有す
ると共に、次の１）から４）を満たすものとする。
　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ
　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断
　　　熱材、塗料、仕上途材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極
　　　めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じ
　　　た材料を使用する。
　２）接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を
　　　仕用する。
　３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等
　　　を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。
　４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアル
　　　デヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を
　　　使用したものとする。

に基づく特定調達品目等に関する判断の基準は、「環境物品等の調達の推進に関する基本方
針（平成２５年２月閣議決定）」による。ただし、東日本大震災の影響により、特定調達品
目等の使用が困難な場合には、監督職員と協議するものとする。

   物質の濃度測定
測定はパッシブ型採取機器により行う。
　　測定時期　　　　・ 工事着手前　　　・ 施工終了時
　　測定対象室　　　・ 図　示　　　　　
　　測定箇所数　　　・ 図　示　　　　　

室内空気中のホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼン，スチレンの濃度を
測定し，監督職員に報告すること。

本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等の
ものとする。ただし、同等のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

(1)品質及び性能に関する試験データが整備されていること。
(2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。
(3)安定的な供給が可能であること。
(4)法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。
(5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
(6)販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものに
　 あっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

別表－１に指定する機材等が記載された製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満た
すものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこと
を示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているも
のは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

 ・ 別契約の関係受注者(下請け工事の場合は元請け）が定置したものは無償で使用できる。
 ・ 本工事で設置する。
　　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ
　　ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２
　　の(2)手すり据置方式又は(3)手すり専用足場方式により行う。

 ・ 冷凍空気調和機器施工（チリングユニット、パッケージ形空気調和機の据付及び整備）
 ・ 配管（配管工事） ・ 建築板金（ダクト製作及び取付け） ・ 熱絶縁施工（保温工事）

を受注者が提示した場合は、当該施設に搬出することができる。ただし、当該施設への変更
については設計変更の対象としない。

 1.発生材の処理等

 2.特定建設資材の

 3.建設発生土の処理　

 4.環境への配慮

 5.室内空気中の化学

 6.材料・機材等

 7.技能士の適用

 8.足場その他

 9.埋戻し土及び盛土 ・ 根切り土の中の良質土（コンクリ－ト管以外の管の周囲は山砂の類） ・ 山砂の類

　　・ 外部足場（ ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　・ 　種 ）
　　・ 内部足場（ ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　・ 　種 ）
　　改修標準仕様書第１編２．２．１より足場の種別は以下による。

　　 ・ 木材
　　 ・ アスファルト･コンクリート

建築仕様書による

建築

工事名称

　　　　　　　項　　　　　　　　　目
開

他工事との取合い区分表

開口部の穴埋め補修

口

部

鉄骨鉄筋コンクリート部材のはり貫通部　補強
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スリーブ
ＲＣ部材のはりの貫通部　　　　　　　　補強
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スリーブ
ＲＣ部材の床・壁の貫通部　　　　　　　補強
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スリーブ

床デッキプレートの貫通部　　　　　　　補強
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　切り込み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型わく(補強の有るもの）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型わく(上記以外）

天井・軽鉄間仕切りの開口　　　　　　　ボードの切込み及び補強共

換気扇の取付枠
床下水槽のマンホールふた

床、天井点検口

電 機器付属の制御盤以降の二次側配管配線（接地共）
気 機器付属の制御盤への電源供給配管配線
配 自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り配管配線
管 自動制御盤と動力盤との操作回路の渡り配管配線
配 機器と付属操作スイッチとの渡り配管配線（接地共）
線 煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパーに至る配管配線

小便器用節水装置の制御盤以降の二次側の配管配線

改 コンクリート壁、床など　　　　　　はつり
修 　　　　　　　　　　　　　　　　　荒補修
工 　　　　　　　　　　　　　　　　　仕上げ補修
事 天井、壁などのボード類　　　　　　撤去

　　　　　　　　　　　　　　　　　復旧

外部取付ガラリ　　　　　　 ダクトチャンバーの接続用フランジを含む

湯沸室等流し台　　　 　　　排水トラップ共
湯沸室等の排気フード　　　 ステンレス製天蓋

基礎等 屋上設置の設備機器の基礎
大形設備機器の基礎
防水層に影響する基礎
上記以外の機器の基礎

機械設備 電気設備

防油提　　　　　 　　　　　建物内、油サービスタンクの防油提

架台、アンカーボルト

工 事 概 要

１．工事場所

２．建物概要

消防法施行令の適用  耐震区分 　備　考　 建 物 名 称 構造及び階数 国：延面積 建：延面積

３．工事種目（・印の付いたものが対象）
工     事     種     別建物別及び

屋外 　屋　外工事種目
・空気調和設備
・換気設備
・排煙設備
・自動制御設備
・衛生器具設備
・給水設備
・排水設備
・給湯設備
・消火設備
・厨房設備
・ガス設備
・浄化槽設備

鉄骨部材のはり貫通部　　　　　　　　　穴開け(補強を含む)

別表第１（7）項

　　国：国有財産法延面積（ｍ2）　　建：建築基準法延面積（ｍ2）

校　舎

・　ガスの種類
・ 液化石油ガス
・ 都市ガス（種別13A　，発熱量　  MJ/m (N),供給事業者名　東邦ガス ）

・　消火設備の種別 ・ 屋内消火栓設備　　　・ スプリンクラー設備　　　・ 泡消火設備
・ 連結散水設備　　　　・ 連結送水管　　　・ 不活性ガス消火設備（ ・ 　　　）

・　排水方式 建物内汚水、雑排水　（ ・ 分流式　　・ 合流式　）
ポンプ排水　　 ・ 有（ ・ 汚物　　　・ 雑排水　　・ 湧・雨水　　・ 清水　）
建物外放流先　汚　水（ ・ 下水管直放流　　　　　 ・ 　　　　　　　　）
　　　　　　　雑排水（ ・ 下水管直放流　　　　　 ・ 　　　　　　　　）

・　給水方式 ・ 水道直結方式　　　・ 受水槽方式　・ 圧力タンク方式（・ 上水　・ 井水）
・ ポンプ直送方式　　・ 増圧給水直結方式

・　自動制御方式 ・ 電気式　　・ 電子式　　・ デジタル式　　・ 中央監視制御

・　空調方式
・　主要熱源機器

・　個別パッケージエアコン方式 
・  マルチパッケージエアコン方式 

方式及び種別　　　　　　　　　　　　　設　　　備　　　概　　　要

　　　対象部分：
４．指定部分　　・　無　　　・　有

改設一式

（機械設備の部）

可児市兼山１４４４番地１

改設一式

3

・　冷温水発生機　各室空調方式 

改設一式

５．設備概要（・印を付けたものは、本工事あるいは既設設備の概要を示すもので、仕様を規定するものではない。）

－機械設備特記仕様書
03

兼山小学校

可児市立兼山小学校特別教室空調設備設置工事

RC（一部S）2F

　　　　　　　　　外　　　　　気　　　　　　　　　　　屋内（調整目標値）

　　　　　一　般　系　統　　　　　　　　　　　一　般　系　統

夏季　

冬季　

　　　　  温度(DB) 湿度(RH)  温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)  温度(DB) 湿度(RH)

26～28

19～22

  36.4℃ 　　％   　　℃ 　 　 ％   　　℃  ５０％ 　   ℃  　　 ％

　 0.3℃ 64.4％ 　　　℃ 　　　％ 　　　℃  ４０％ 　 　℃ 　　　％

　　　　　　　　　　　　　　　重要機器　一般機器　　重要機器　一般機器

　　　　　　　水槽類　　　　　　1.5　　　　1.0　　　　1.0　　　0.6　　
　地階・１階　防振支持の機器　　1.0　　　　1.0　　　　1.0　　　0.6　　
　　　　　　　機器　　　　　　　1.0　　　　0.6　　　　0.6　　　0.4　　
　　　　　　　水槽類　　　　　　1.5　　　　1.0　　　　1.0　　　0.6　　
　中間階　　　防振支持の機器　　1.5　　　　1.5　　　　1.5　　　1.0　　
　　　　　　　機器　　　　　　　1.5　　　　1.0　　　　1.0　　　0.6　　
　塔屋　　　　水槽類　　　　　　2.0　　　　1.5　　　　1.5　　　1.0　　
　屋上・及び　防振支持の機器　　2.0　　　　2.0　　　　2.0　　　1.5　　

　　部　位　　 　機器種別 　　　　・ 特定の施設  ・ 一般の施設

　上層階　　　機器　　　　　　　2.0　　　　1.5　　　　1.5　　　1.0　　

空気調和機　　レタンチャンバー

　　　　　　　レタンチャンバー

　　機材名　　　　　計測部位　　　　 温度計 　　　 温度計　　　　　圧力計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の種類 　 入口側　出口側　入口側　出口側
冷温水機　　　冷温水　　　　　　　円形指示計　　 ○　　　○　　　○　　　○
冷凍機　　　　冷却水　　　　　　　円形指示計　　 ○　　　○　　　○　　　○
パッケージ形　サプライチャンバー　ブルドン管　 　○　　　○

ユニット形　　冷温水　　　　　　　円形指示計　 　○　　　○　　　○　　　○
空気調和機　　サプライチャンバー　ブルドン管　　 ○　　　○

熱交換器　　　　　　　　　　　　　円形指示計　　 ○　　　○　　　○　　　○
ヘッダー　　　　　　　　　　　　　円形指示計　　 ○　　　○　　　○　　　○

可児市立兼山小学校特別教室空調設備設置工事

※空調機器のフロンガスの管理について
「特定製品に係るフロンガス類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律の一部を
　改正する法律　H25年6月11日公布」により管理及び施工すること。

※配管工事完了後、逆流防止付真空ポンプにより真空脱気し、配管等からの漏洩が無い
　事を確認し、その結果を記録し発注者へ提出する事。

　果を記録し発注者へ提出する事。
※気密試験は、真空脱気後、２４時間放置して真空度が低下しない事を確認し、その結

※ドレンアップが必要な場合は設置すること。
　なお、この場合の請負金額の変更は行わないものとする。
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　DRAWING NO
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NO SCALE

空冷ヒートポンプエアコン

名　　称　　型　　式

ツイン同時運転マルチ

空　調　機　器　表

仕　　　　　様 設　置　場　所台　数 備　　　考記　号

１ＰＡＣ－１ 天井吊形

Ｒ３２仕様

参考型番

空冷ヒートポンプエアコン

ツイン同時運転マルチ

ＡＰＦ

消費電力

圧縮機

冷房能力

（内）

最大運転電流

（外）

（冷房時）

電　源

暖房能力

三相200V

（暖房時）

１天井吊形

Ｒ３２仕様

ＳＺＲＨ２２４ＡＮＤ

20.0(10.1～22.4) kW 22.4(10.1～28.0) kW

4.61 kW

150ｘ2 W 292+292 W

6.81 kW 6.15 kW

33.5 A5.0

参考型番ＰＡＣ－２

空冷ヒートポンプエアコン

ツイン同時運転マルチ

ＡＰＦ

消費電力

圧縮機

冷房能力

（内）

最大運転電流

（外）

（冷房時）

電　源

暖房能力

三相200V

（暖房時）

１天井吊形

Ｒ３２仕様

ＳＺＲＨ２２４ＡＮＤ

20.0(10.1～22.4) kW 22.4(10.1～28.0) kW

4.61 kW

150ｘ2 W 292+292 W

6.81 kW 6.15 kW

33.5 A5.0

参考型番ＰＡＣ－３

送風機

送風機

附属品

附属品

ＡＰＦ

消費電力

圧縮機

冷房能力

（内）

最大運転電流

（外）

電　源

暖房能力

三相200V

（暖房時）

150ｘ2 W 292+292 W

室外機：防護ネット（学校空調機用）

室外機：コンクリート製据付台、転倒防止金具、防振ゴム

25.0(11.3～28.0) kW 28.0(12.6～35.0) kW

5.95 kW

（冷房時） 9.80 kW 8.60 kW

41.0 A4.7

送風機

附属品

ＳＺＲＨ２８０ＡＮＤ

室外機：防護ネット（学校空調機用）

室外機：コンクリート製据付台、転倒防止金具、防振ゴム

註） 冷暖房能力はＪＩＳ標準条件のときの値です。

各機器間の連絡配線はメーカー仕様に準ずるものとする。

　２階　音楽室

管理・特別教室棟

　２階　理科室

管理・特別教室棟

管理・特別教室棟

　２階　家庭科室

室外機：防護ネット（学校空調機用）

室外機：コンクリート製据付台、転倒防止金具、防振ゴム

04

分岐管、ワイヤードリモコン鍵付きBOX共、ロングライフフィルター

分岐管、ワイヤードリモコン鍵付きBOX共、ロングライフフィルター

分岐管、ワイヤードリモコン鍵付きBOX共、ロングライフフィルター

可児市立兼山小学校特別教室空調設備設置工事 空調設備機器表
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バルコニー

２階　平面図　　　S=1/250

１階　平面図　　　S=1/250

図書室 特別支援教室 普通教室 普通教室

普通教室普通教室普通教室普通教室

保健室職員室校長室

理科準備室

消火栓

家庭準備室

パソコン教室
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休養室

調理室 給食室

便所 便所

玄関

消火栓

A 階段
休憩室

更衣室

PAC

３

D R

20,Ｂ

Ｃ,25

R DR D

DR

Ｃ,25

Ｃ,25

Ｂ,25

※

PAC
3

PAC
1 2

３

D R

Ｂ,25

Ｄ,25
※

※

DR

Ｃ,25

２

PAC
3'
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凡例

D ﾄﾞﾚﾝ配管（硬質ポリ塩化ビニル管VP）

R 冷媒配管（断熱被覆銅管　ｶﾞｽ管20mm、液管10mm）

アルミパネル貫通（既設）

▲

※

アルミパネル貫通（ガラス交換新設）◎

壁貫通（腰壁コアー抜き）

室内機吊ボルト露出部化粧施工

天井点検口450ｘ450(新設)

☆

R ワイヤードリモコン（鍵付きBOX共）

リモコン配線（EM-CEE　1.25□-2C）

天井内ころがし（露出部：MM-A）

※配管サイズは参考とし、製造者仕様に合わせること。

※ドレン配管は原則犬走り・バルコニー・庇へ放流とする。

　～ 室外機設置要領を示す（施工標準図による）４１

記号 液　管 ガス管

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

連絡配線

冷媒配管サイズ一覧表

φ６．４

φ９．５

φ１２．７

φ２５．４

φ９．５

φ１２．７

φ１５．９

φ２５．４

EM-CEE2.0sq-3c

EM-CEE2.0sq-3c

EM-CEE2.0sq-3c

EM-CEE2.0sq-3c

R

音楽室

R

家庭科室

R

理科室



屋内冷媒配管　要領図

※φ9.5以下は8mmでよい

スリムダクトPD

ドレン配管
（保温厚20㎜）

（保温厚10㎜）
液管（被覆銅管）

（保温厚20㎜）
ガス管（被覆銅管）

屋外冷媒配管　要領図

ガス管（被覆銅管）
（保温厚20㎜）

保温外装（SUS) 天井開口

室内機（天吊型）

室内機取付参考図Ａ 室内機取付参考図Ｂ

※室内機設置の際に天井下地材を切断する箇所は補強を行う。 ※室内機設置の際に天井下地材を切断する箇所は補強を行う。

充填材

室内機（天吊型）

天井点検口天井点検口

振れ止めW3/8

吊りボルトW3/8（全ネジ亜鉛メッキ）

吊りボルトW3/8（全ネジ亜鉛メッキ）

吊ボルト化粧施工

A.S

一級建築士大臣登録 第268609号

一級建築士事務所　岐阜県知事登録　第6325号

株式会社 ダイナ建築設計
CHECKEDDRAWNSCALE

　DRAWING NO

　DATE　DRAWING TITLE　NOTE　JOB TITLE

2021.02.伊 左 治  万 寿 夫

空調設備　施工標準図 NO SCALE

配管架台　要領図（参考）

　　C-100×50×5t(SUS・溶融亜鉛メッキ仕上げ)

仕様：L-50×50×6t(SUS・溶融亜鉛メッキ仕上げ)

壁面横走り配管、立上げ配管兼用

250

15
0

150

立上げ配管用（大）

2
00

300

30
0

250

立上げ配管用（小）

500

5
0
0

250

2
5
0

壁面横走り配管、立上げ配管兼用

200

1
00 5
0

室外機取付・基礎参考図

空調屋外機

既成品Con基礎

ｺﾝｸﾘｰﾄ増打ち

転倒防止金具

１ 犬走等勾配設置の場合

室内外連絡線
充填材

液管（被覆銅管）
（保温厚10㎜）

※φ9.5以下は8mmでよい

室内外連絡線

ドレン配管

空調屋外機

転倒防止金具

既成品Con基礎

防振ゴムマット(t=10)

ベランダ・庇の場合３

▽GL

２ 平坦地の場合

既成品Con基礎

空調屋外機

06
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転倒防止金具
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CHECKEDDRAWNSCALE

　DRAWING NO

　DATE　DRAWING TITLE　NOTE　JOB TITLE

2021.02.伊左治 万寿夫

NO SCALE

分　岐　開　閉　器

50A

AF

計

電気方式

幹線

制御

増設　空調室外機（ＰＡＣ－１）

負荷容量

200

常用

回路番号

3P3E

増設動力制御盤結線図(ACP-2)

3P3E

種類

P 計量(最大電流)

ＭＣＣＢ　３Ｐ３Ｅ

分電盤名称 ３\φ３Ｗ

結　線　図

入線方向

表示結線番号

電圧

EM-CET 60sq

Ｔ

ELCB

定格電流

増設　空調室外機（ＰＡＣ－２）

200

108

運転電流

主幹器具

１７．５５ｋＷ

電圧

警報

キャビネット：指定色焼付塗装

3P3E

１５０ＡＴ

２００Ｖ

名　称　・　仕　様

キャビネット形式

発停

負荷容量

分　　　　　　岐　　　　　　回　　　　　　路

相線

50A

下方より

ＡＣＰ－２

備　　考

200

41.0

備考及びその他取付機器

24.6

(消費電力kW)

２００Ｖ

(V)

屋外防雨型、屋根付 3P2E

２２５ＡＦ

50A

50A

AT

遠方操作及び表示

種別

種別

負　荷　名　称

10.5

200

三相三線式

MCCB

ＳＵＳ製

50A
既設ACP-1より

7.05 33.5

33.57.05増設　空調室外機（ＰＡＣ－３）

40A

40A

200

スペース

50Aスペース 3P3E

備考及びその他取付機器分　岐　開　閉　器

ELCB
回路番号

MCCB(V)

電圧

P AF AT 計量

遠方操作及び表示負荷容量

結線番号

制御
負　荷　名　称

分　　　　　　岐　　　　　　回　　　　　　路

動　力　制　御　盤　結　線　図

名　称　・　仕　様 結　線　図

計 40.441

分電盤名称

電気方式

種別

相線

電圧

負荷容量

主幹器具

種類

定格電流

入線方向
幹線

種別

ＡＣＰ－１

Ｔ

常用

三相三線式

２００Ｖ

３４．０４９ｋＷ

キャビネット形式

備　　考

ＳＵＳ製

屋外防雨型、屋根付

キャビネット：指定色焼付塗装

２００Ｖ
３\φ３Ｗ 200 3P3E 225A225A 送り　ＡＣＰ－１ 40.441 1

スペース 200 3P3E 100A スペース（将来用）

スペース スペース（将来用）

EM-CET 100sq

計 40.441

分電盤名称

電気方式

種別

相線

電圧

負荷容量

主幹器具

種類

定格電流

入線方向
幹線

種別

ＡＣＰ－１

Ｔ

常用

三相三線式

２００Ｖ

４０．４４１ｋＷ

キャビネット形式

備　　考

ＳＵＳ製

屋外防雨型、屋根付

キャビネット：指定色焼付塗装

２２５ＡＦ

２２５ＡＴ

ＭＣＣＢ　３Ｐ３Ｅ

２００Ｖ
３\φ３Ｗ 200

1φ200V

3P3E

2P2E

100A100A

20A50A

空調室外機　ＭＡＣ－１

空調室内機　ＭＡＣ－１

19.200 1

1 1.012

200 3P3E 100A100A 119.200

1φ200V 2P2E 20A50A 1 1.029

空調室外機　ＭＡＣ－２

空調室内機　ＭＡＣ－２

ＥＨＰマルチ

ＥＨＰマルチ

スペース 200 3P3E 100A スペース（将来用）

スペース 2P2E 50A スペース（将来用）1φ200V

下方より

EM-CET 100sq

3P3E 100A200

発停表示警報

室内機計４台

室内機計３台

既設高圧受変電設備側面壁取付

※開閉器容量及び配線サイズは施工時、機械設備工事納入仕様書を確認の上、機器に適合したサイズとする。

(消費電力kW) (基準電流)

運転電流

76A

76A

1

1

増設ACP-2

PAC-2

既設ACP-1

PAC-1

PAC-3

ACP-2へ
幹線分岐
60sq

1

項目 ケーブル種類、数量 配　管　種　類 備　考

2

3

増設（C63)EM-CET60sq＋EM-IE14sq

EM-CE8sq-4c 増設（C39)

増設（C51)EM-CET14sq＋EM-IE5.5sq

1

3

2

2
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6 1
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5
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管理・特別教室棟

特別・普通教室棟

テラス

廊下

廊下
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0
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5
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0
0
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0
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,
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0

500

B

2

6
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,
0
0
0

4
,
0
0
09
0
0

1
2
,
0
0
0

50030,000

5

9
0
0

G

特別・普通教室棟

管理・特別教室棟

バルコニー

２階　平面図　　　S=1/250

１階　平面図　　　S=1/250

図書室 特別支援教室 普通教室 普通教室

普通教室普通教室普通教室普通教室

保健室職員室

校長室

理科準備室 理科室音楽室

家庭科室

消火栓

家庭準備室

パソコン教室

A 階段 便所 便所

資料室

B 階段

B 階段

ﾎﾞｲﾗｰ室

食品庫

下処理室

休養室

調理室 給食室

便所 便所

玄関

消火栓

A 階段
休憩室

更衣室

PAC
3'
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　DRAWING NO
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1：250

ACP-2

ＡＣＰ－１

SS-2

SS-1

SS-2

SS-2

SS-2

SS-1

SS-2

1

項目 ケーブル種類、数量、PB仕様 配　管　種　類 備　考

2

3

増設（C63)EM-CET60sq＋EM-IE14sq

EM-CE8sq-4c 増設（C39)

増設（C51)EM-CET14sq＋EM-IE5.5sq

1

1

1

1 2 3

2

SS-1 PB:500＊＋500＊300　SUS.WP

SS-2 PB:300＊＋300＊300　SUS.WP 数量：4

数量：1

2

2 3

3

3 2
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管理・特別教室棟

バルコニー

２階　平面図　　　S=1/250

１階　平面図　　　S=1/250

図書室 特別支援教室 普通教室 普通教室

普通教室普通教室普通教室普通教室

保健室職員室校長室

理科準備室 理科室音楽室

家庭科室

消火栓

家庭準備室

パソコン教室

A 階段 便所 便所

資料室
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下処理室
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調理室 給食室
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A 階段
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更衣室

可児市立兼山小学校特別教室空調設備設置工事 建築　１・２階建具平面図
09

既設アルミパネル貫通　※建具改修なし 既設アルミパネル貫通　※建具改修なし

既設アルミパネル貫通　※建具改修なし



株式会社 ダイナ建築設計

【 図 面 リ ス ト 】

縮　尺番 号 図　　　面　　　名

設 計 図

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

全体配置図・付近見取図

特記仕様書 ━

━

━機械設備　特記仕様書

空調設備　機器表

空調設備　１階平面図

２０２１．０２

11

1：250

1：250

1：250

1：700

計装設備　１階平面図

空調設備　２・３階平面図

1：250計装設備　２・３階平面図

1：250

1：250

━電気設備　系統図

電気設備　１階電気配管配線図

電気設備　２・３階電気配管配線図12

空調設備　施工標準図 ━
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－特記仕様書
01

仕　様　書

１．工事名称

２．主要用途

３．工事種別

Ⅰ　工事概要

小学校

空調設備設置工事

４．計画施設

防火地域　　　指定なし

（１）

１．共通仕様

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様

「標準仕様書」という。）による。

電気設備改修工事及び機械設備改修工事を本工事に含む場合は、電気設備改修工事及び機械設備改修工事はそれぞれの

工事仕様書を適用する。

（２）

２．特記仕様

項目は、番号に○印の付いたものを適用する。（１）

（２）特記事項は・印のつ付いたものを適用する。

・印のつかない場合は、※印の付いたものを適用する。

・印と※印のついた場合は、共に適用する

特記事項に記載の（　　　）内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。（３）

特記事項に記載の（標　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。（４）

（５）Ｇ印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）の特定調達品目を示

す。

原則としてグリーン購入法における特定調達品目を使用するよう努める。

（６）標準仕様書又は改修標準仕様書で「特記がなければ、～」以下に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示して

いる場合において、それらが関係法令等（条例を含む）に抵触する場合には、関係法令等の遵守（１．１．１３）の規定

を優先する。

（６）「大規模地震対策特別措置法」による警戒宣言が発せられた場合、被害想定される地域においては工事請負人は人身の保

護及び安全な避難に必要な補強、落下防止等の保全措置を講ずるとともに工事中断の措置をとること。

その他適用基準として、可児市建設工事共通仕様書による。

Ⅱ　仕様書

５．工事項目

電気設備工事　　　一式

建築工事　　　　　一式

機械設備工事　　　一式

書（建築工事編）（平成３１年版）による。（以下「改修標準仕様書」という。）なお、改修標準仕様書に記載されてい

ない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成３１年版）」（以下

施設名称　　　可児市立　広見小学校

工事場所　　　可児市広見７１番地１

敷地面積　　　３３，１４５㎡

用途地域　　　第１種中高層住居専用地域

建物概要　　　鉄筋コンクリート造一部鉄骨　３階建て

可児市立広見小学校特別教室空調設備設置工事

可児市立広見小学校特別教室空調設備設置工事

・

・工事写真の取り方（改定第２版）建築編（建設大臣官房官庁営繕部監修）

章 項目 特記事項 章 項目 特記事項

１

共

通

事

項

１

共

通

事

項

・建築物解体工事共通仕様書・同解説　平成２４年版

適用基準等１

２ 施工中の安全確保及

び環境保全 次の工事を施工する場合は、工事車両の通行する各要所に保安要員を配置して、児童の安全確保を図る。

・　機器・資材の搬入時

・　解体廃材搬出時

・　その他必要と認められた時

(1.1.4)工事実績データ作成３

・建築工事標準詳細図　最新版　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

受注者は、受注時、変更時、完成時の各時点において工事請負金額が500万円以上の工事について、

工事実績情報システム（コリンズ）に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として作成

した「登録のための確認のお願い」をコリンズから監督員にメール送信し監督員の確認を受けたうえ、

受注時は契約（フレックス工期による契約方式の場合は工事開始日）後、土曜日、日曜日、祝日等を

除き１０日以内に、登録内容の変更時は変更があった日から、土曜日、日曜日、祝日等を除き１０日

以内に、完成時は工事完成後、土曜日、日曜日、祝日等を除き１０日以内に、訂正時は適宜登録機関

に登録しなければならない。登録対象は、工事請負代金額500万円以上の全ての工事とし、受注・変更

完成・訂正時にそれぞれ登録するものとする。

　また、登録機関発行の「登録内容確認書」は、コリンズ登録時に監督員にメール送信る。なお、変

更時と完成時の間が１０日間（土曜日、日曜日、祝日等を除く）に満たない場合は、変更時の登録申

施工計画書 (1.2.2)

・適用する　　・適用しない

電気保安技術者

工種別施工計画書

　該当する工事別に作成し、監督員に提出する。

(1.3.3)

工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画を作成し、監督職員に提出する。

発生材の処理等６

５

４

請を省略できる。また、本工事の完成後において訂正または削除する場合においても同様に、コリン

ズから発注者にメール送信し、速やかに発注者の確認を受けたうえで、登録機関に登録申請しなけれ

ばならない。

　また、建設副産物を排出するにあたっては、建設リサイクル法を遵守するとともに、「岐阜県建設

副産物有効利用及び適正処理実施要綱」により、適切に実施すること。

　　　

既存部分等への措置 (1.3.12)

　工事の施工に伴い、既存築造物部分、工事目的物の施工済み部分等に汚染又は損傷を与えた場合は、

請負者の責任において構造及び仕上げを原形に復旧する。

(標3.2.5)建設発生土の処理

種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

埋戻し及び盛土 (標3.2.3)

※再生クラッシャラン Ｇ　・切込砂利又は切込砕石

砂利地業 (標4.6.3)

材料等

　・構外搬出　処分先：可茂陸砂利組合の指定する処分場

　・可児市建設発生土処理基準、岐阜県埋め立て等の規制関する条例及び岐阜県建設発生土管理基準

　　に従って適切に処分を行う。(土砂等採取元証明書等の提出）

　　根切工事の最中に土壌が汚染されていると思われる場合、監督員と協議する。

本工事施工にあたり周辺環境に対して影響を与えないよう、養生・整理清掃・安全対策に十分留意して

監督員と協議の上実施する。

工事着工以前に監督員と協議を行い、解体工事等の騒音、粉じん・塗装工事の悪臭等、周辺に影響を及

ぼすあそれのある工事に対して十分注意をはらう。また、施工方法・施工手順についても配慮する。

(1)　本工事に使用する建設材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする。

　　 使用する建設材料が、国土交通大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機器等品質性能評価

　　 事業　設備機器等評価名簿(最新版)」による場合は、評価書の写しを持って、品質及び性能を

　　 有することの証明となる資料の提出を省略することができる。

(2)  室内に使用する建材、接着剤等は揮発性有機化合物(ＶＯＣ)の放出量の少ない材料とし、監督

　　 員の承諾を得ること。

周辺環境への配慮等

(1.6.2)

※適用する　・適用しない

技能士13

12

11

10

９

８

７

完成時の提出書類

工事完成時には、「可児市建設工事における取扱書類一覧表」に基づき書類を整理し、完成図書として

まとめ監督員に提出すること。

完成図は、施工図も含め完成製本(Ａ２二つ折り、Ａ３二つ折り）各2部を提出すること。

また、ＣＡＤデータ(ＪＷＷまたは、ＤＸＦ）を提出する。

14

完成時検査
完成検査は、あらかじめ監督員の完成下検査を受検し、指示事項等をすべて完了したうえで受けなけれ

ばならない。

完成検査は、現場検査及び書類検査を実施する。

完了検査時に持参する必要書類は、監督員の指示による。

15

保全に関する資料

建物の適正な保全に関する資料を監督員と協議の上作成し、保証書(設備機器、その他)、設備機器取扱

説明書、鍵引渡書と共に監督員に提出すること。

軽微な変更等

現場の納まり、取り合い等の関係による協議の中で、形状、寸法の軽微な変更は、監督員の指示によ

る。なお、この場合請負金額の変更は行わない。

事故報告

　　 ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と協議の上、回答期

 2　 実施に当たっては、可児市工事監督におけるワンデーレスポンス実施要領に基づき実施する。

 4   受注者は、施工計画に基づいて適切な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら、施工す

　　 るものとする。

工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に通報するとともに、事故発生報告書を監督

職員に速やかに提出すること。

19

18

17

16

ﾜﾝﾃﾞｰﾚｽﾎﾟﾝｽの取扱について  1　 この工事は、ワンデーレスポンス実施対象工事である。

　　「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議、報告、承諾願、立会願等への回答は、基

　　 本的に「その日のうち」に回答するよう対応することである。

　　 限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

 3   受注者は工事施工中において、問題が発生した場合や計画工程と実施工程を比較照査し、差異

　　 が生じた場合は速やかに監督職員へ報告すること。

工事書類の簡素化

提出・提示書類は、別添「可児市建設工事における取扱い書類一覧表」に基づき実施するものとする。

20

受注者は、可児市建設工事共通仕様書により適切に処理すること。

また、工事打合せ簿（指示、協議、承諾は除く）、材料確認簿、夜間・休日作業届けの書類を提出す

る場合は、所定の様式に基づき、電子メールにて提出するものとし、書面には署名または押印する必

要はないものとする。これらに定めのない事項については、監督員と協議する。

建設機械21

 1 本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」（国土交通省告示、平成

　 13年4月9日改正 )に基づき指定された建設機械を使用しなければならない。ただし、施工時期、

　 現場条件等により一部機種の調達が不可能な場合は、認定機種と同程度と認められる機種または

　 対策をもって監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとする。

 2 本工事において、排出ガス対策型建設機械を使用する場合は、可児市建設工事共通仕様書により

　 適切な建設機械を使用すること。

　 排出ガス対策建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現場代理人は、

　 施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

関係法令等の手続き

工事施工に当たり、適用を受ける関係法令等により許可等を有する場合は、請負者の責任及び負担に

て遅滞なく手続きを行うこと。

電子納品について

その他

「岐阜県版電子納品要領(案)」及び、「岐阜県電子納品運用ガイドライン(案)」に基づくこととする

が、図面の記録形式はＤＸＦとする。これにより難い場合は監督員と協議する。

工事に際し、保険に加入すること。

本工事において、発注者、請負者及び全下請人を被保険者として、工事着手から工事目的物の引渡し

までの期間について、賠償責任保険(保険対象：第三者に与えた被害)及び、火災保険(保険対象：工事

建物)、建設工事保険等(保険対象：一般的損害）に加入するものとする。

また、工事着手前に保険書の写しを監督員に提出すること。

24

23

22

施工条件25

本工事は学校において児童の教育活動と併行して施工するものであることから、児童への危険防止に

細心の注意を払うことはもとより、仮設並びに施工方法について、監督員及び学校関係者と充分協議

の上、施工すること。また、必要と思われる箇所には、安全対策の処置を施す。

26 仮囲い

屋外機設置工事の施工時には、周囲にガードフェンスを設ける。
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　章　　　項　　　　目　　　　　　　特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

一
 
般
 
共
 
通
 
事
 項

 1.設計温湿度

機械設備工事機材承諾図様式集（平成２５年版）によるほか、監督職員の指示による。

・　本工事とし下記項目の測定表を提出する。　　　・　別途とする。

　　・ 風量調整　　　・ 水量調整　　・ 室内外空気の温湿度の測定
　　・ 室内気流及びじんあいの測定　 ・ 騒音の測定　　
　　・ 飲料水の水質の測定　　　　　 ・ 初期運転状態の記録

　  調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

製造者規格による標準品としてよい。
換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、

　重要機器は次のものを示す。
　　・ 給水機器（　　　　　　　　　　） ・ 排水機器（　　　　　　　　　　）
　　・ 換気機器　　　・ 空調機器　　　　・ 熱源機器　　　　・ 防災設備
　　・ 監視制御設備　・ 危険物貯蔵装置　・ 火を使用する設備

（２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とした値とする。
　　・ 避難経路上に設置する機器  ・消火設備（　消火用充水槽　）

の案内板を設備機械室に設ける。但し、案内板の大きさは、約　　　ｍ2とする。

(1)呼び径６０Ｓｕ以下のステンレス鋼管の継手は、下記による。
   メカニカル形管継手（　・　拡管式　　　・　プレス式　）
(2)建物導入部配管の変位吸収方法は標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。
　 ・ （ａ）　　・ （ｂ）　　・ （ｃ）
(3)溶接部の非破壊検査　　　・　不要　　　　・　要（　　　　　　　）

機器等の取扱い方法及び重要な定期点検項目を記載した ・ アクリル樹脂製 ・ 市販パネル

(1)地中埋設標　　　　・　要（図示による）　　　　・　不要
(2)埋設表示テープ　　・　要（排水管を除く）　　　・　不要

特記のない弁は、ＪＩＳ又はＪＶ ５Ｋとする。
油系に使用する弁は、１０Ｋ（マレアブル弁等）とする。
水道直結給水配管系に使用する弁は、ＪＩＳ又はＪＶ １０Ｋとする。
ステンレス鋼管に取り付ける呼び径６５以上の弁は、ステンレス製とする。

・　ベローズ形　　　・　スリーブ形

   防振支持金物

取付位置は図示による。

取付位置は図示による。

標準仕様書第２編によるほか次による。ただし各工事種目で別に指定されたものは除く。

・　屋外　SUSラッキング
・　屋内　スリムダクト

塗装要（ガス配管屋外露出部分、計装配管　　　　　　）

既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、図面に特記のない場合はダイヤモン
ドカッターによる。

（　　）書き又は△を頭に付した室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

図面に特記なき場合は、「他工事との取合い区分表」による。

電線及びＥＭケーブルの規格は標準仕様書第４編１.５.１表４.１.１１による。
電線類は、ＥＭケ－ブルを使用する。（機器、盤類を除いてもよい）

屋外設置のマンホール類には用途名を入れる。

　上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、
　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階以上の場合は上層４階とする。
　中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

　設計用標準水平震度

　　　設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては

耐震措置の計算及び施工方法は次によるほか、建築設備耐震設計・施工指針２００５年版

（１）機器の据付け及び取付け
（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

　　　有効質量）に、地域係数［ ・ 1.0　・ 1.2 ］及び次に示す設計用標準水平震度を
　　　乗じたものとする。

・ ６０Hz    ・ ５０Hz

(1)機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
(2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。 1.既設との取合い

　調査範囲、方法　　・　図示　　・ 

 2.施工調査 事前調査　　・ 本工事　　・ 別途
　調査項目　・ 既存資料調査

 3.仮設間仕切

既存部分の養生は、改修標準仕様書第１編３章による。 4.養生

改修標準仕様書第３編２.２.８「既設ダクトの再利用」による。
ダクト内清掃　・ 行う　　・ 行わない

 5.既設ダクトの再利用

放射線透過検査等による埋設物の調査は( ・ 要　・ 不要 )とする。
範囲は監督職員の指示による。なお、検査費は別途とする。

 6.非破壊検査等

 7.試験 （１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。
（２）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

撤去する配管、ダクト等の保温は分離する。
撤去する配管、ダクト等の支持金物、吊りボルト等は本工事にて撤去する。
石綿含有分析調査　　・ 本工事　　　・ 別途工事

により、次の書類の写しを監督職員に提出する。
冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編２.４.３

 8.撤去工事

 9.冷媒(フロン類)の回収

石綿撤去方法　　　　・ 図示による

　・ フロン回収行程管理表　　・ 特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）

に準じて冷媒の大気中への放出を防止する措置を講じること。
パッケージ形空気調和機の移設等により、冷媒の回収が必要となる場合においても上記
撤去する前にフロンを屋外側ユニットに集める作業（ポンプダウン）を行う。

仮設間仕切は、改修標準仕様書第１編２.２.３による。種別( ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 )

本工事で作成する施工図等のうち、次の原図及びその複写図(１部)を監督職員に提出する。
ただし、製作図等で原図として提出ができないものは、原図に代わるものとしてよい。
なお、施工図等の著作権に係る当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する。

　　　試験成績書　　　　一式、　機器・配管固定の施工図　　　　一式
　　　機器製作図　　　　一式、　制御システム図　　　　　　　　一式

●
改
修
関
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基本方針における公共工事の配慮事項（「資材の梱包及び容器は、可能な限り簡易であって、

10.施　工　図　等

12.機材の承諾図

13.総 合 調 整

14.電　動　機

15.電源周波数

16.容量等の表示

17.耐 震 措 置

18.案　内　板

19.配　　管

20.地中埋設標等

21.弁　類

22.絶縁フランジ・絶縁継手

23.鋼管用伸縮管継手

24.防振吊り金物及び

25.保　　温

26.塗　　装

27.は　つ　り

28.天井仕上区分

29.他工事との工事区分

30.電線類

31.そ　の　他

11.完　成　図　等
ＣＡＤデータはオリジナル形式及びＰＤＦ形式とする（ＰＤＦは１ファイルにまとめる）。
標準仕様書によるほか以下による。

縮刷製本を作成する。保全に関する資料とともに部数等は監督職員の指示による。

●
空
気
調
和
設
備

　章　　　項　　　　目　　　　　　　特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

10.温度計・圧力計

 3.ばい煙濃度計取付座 ・ 設ける　　　 ・ 設けない

 2.ばいじん量測定口 設ける（測定口は８０mm以上とし、取り付け箇所は煙道の直線部とする）

 4.ダ　ク　ト  ・ 低圧ダクト　 ・ コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）
　　　　　　　　 ・ アングルフランジ工法
 ・ 高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）

 5.チャンバー  (1)内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。
 (2)空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音
　　内貼したチャンバーには、寸法（ ・ 約４００×６００Ｈ　・ 約５５０×７５０Ｈ ）
　　の点検口を設ける。
 (3)外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないよ
　　うに施工する。

　　　　　　　　　　　復帰方式（ ・ 遠隔　　　・　　　　　　）
　　　　　　　　　　  定格入力はＤＣ２４Ｖ　０．７Ａ以下とする。
 (2)ピストンダンパー　復帰方式（ ・ 遠隔　　　・　　　　　　）

 (1)防煙ダンパー　　　操作方式　　瞬時通電式又は電動式（ＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下） 6.ダンパー

取付位置　・　図示した位置　・　 7.風量測定口

 8.配 管 材 料
　　　　　　　　　　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）Ｓｃｈ４０
　　　　　　　還管　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）Ｓｃｈ８０
 (2)油管　　　　　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（黒）
 (3)冷温水管　　　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（白）
    　　　　　　　　　　・ ステンレス鋼管（SUS304）
    　　　　　　　　　　・ 架橋ポリエチレン管（20Ａ以下）
 (4)冷却水管　　　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（白）
 (5)空調用排水管　　　　・ VP（外部：カラーVP）

 (1)蒸気管　　給気管　　・ 配管用炭素鋼鋼管（黒）

●
空
気
調
和
設
備

　　（白）とする。

 　　　　　　　　　　　 ・ 塩ビライニング鋼管（ＶＡ又はＶＢ）

 (2)蒸気加熱コイル廻り（標準図）の弁は仕切弁とする。
 (3)ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往･還）には、ボール弁を取付ける。
　　また、ファンコイルユニットには、流量調整弁を設置する。

 9.弁　　類  (1)冷温水コイル廻り（標準図）の弁は（ ・ 仕切弁 ・ バタフライ弁 ）とする。

 (6)冷媒管　　　　　　　・ 断熱材被覆銅管
 (7)膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管は配管用炭素鋼鋼管

 (8)加湿用給水管　　　　・ ステンレス鋼管　　・ ポリ粉体鋼管（ ＰＡ又はＰＢ）

11.瞬間流量計

着脱式の場合、（４０Ａ　　　個　１００Ａ　　　個　）を付属する。
なお瞬間流量計の形式は、（ ・ 固定式　 ・ 着脱式 ）とする。
瞬間流量計はピトー管方式によるもので、止水コック付とし、図示の位置に取り付ける。

12.油面制御装置

　また、フロートスイッチ部はステンレス鋼製（油面検出部）とする。

　制御盤には（ ・ 給油ポンプ制御　・ 返油ポンプ制御　・ 漏えい検知警報
　・ 満油警報　・ 減油警報　・ 遠隔警報　 ・ 電磁弁制御 ）の端子を設ける。
　なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

13.保温及び消音内貼

 ・ 膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕
 　 様書第２編３．１．４の温水管の項による。

標準仕様書第２編３．１．４によるほか、次による。
 ・ 建物内の空気抜き管の保温は空気抜き対象管から空気抜き弁までとする。

 ・ 建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第２編３．１．４の温水管の項による。

 ・ 冷媒管の保温外装は下記による。

 ・ 暖房室及びその天井内を通る外気ダクトには保温を行う。(保温の厚さ２５ｍｍ）

 　　　屋内露出（ ・ 標準仕様書による　・ 保温化粧ケース（材質：　　　　））

　　 　・ カラー亜鉛鉄板　・ 溶融アルミニウム-亜鉛鉄板　・ ステンレス鋼板 ）

 ・ 還りダクトの保温要　（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）
 ・ 外気ダクトの保温要　（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）
 ・ 排気ダクトの保温要　（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）

　空気調和設備の当該項目による。

 1.ダ　ク　ト  ・ 低圧ダクト　 ・ コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）
 　　　　　　　　・ アングルフランジ工法
 ・ 高圧1ダクト（適用範囲は図示による）
 ・ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの適用範囲及び仕様は図示による。
 ・ 厨房系統の排気ダクトは標準仕様書より一番手厚いものを使用する。

 2.風量測定口 　取付位置　・ 図示した位置　・　

 3.ダンパー

 ・ 厨房系統　　　・ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統

 5.チャンバー  ・ 空気調和設備の当該項目による。

 4.シールする排気

次のダクトは保温を行う。

　 ダクトの系統

 6.保温

 ・ 厨房及び湯沸室の排気ダクトの保温要（保温の厚さ５０ｍｍ(RW)、範囲は図示による）
 ・ 多湿箇所のダクトの保温要　　　　　（保温の厚さ５０ｍｍ、範囲は図示による）
 ・ 全熱交換器の外気ダクトの保温要　　（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）

○
換
気
設
備

 1.ダ　ク　ト  ・ 亜鉛鉄板　　・ 普通鋼板（厚１．６mm）

 ・ 壁取付　（　・ スリット形　　・　　　　　　　　　　　）
 ・ 天井取付（　・ スリット形　　・ パネル形） 2.排煙口の形式

 3.排煙口開放装置  ・ 電気式　（ 遠隔復帰　 ・ 要　・ 不要 ）　　　　・ ワイヤ－式

 4.排煙風量測定 建築設備定期検査業務基準書平成２０年版（(一財)日本建築設備･昇降機センター）
の排煙風量の検査方法に準じる。

 ・ あり（ ・ 新設　・ 既設 ）　　・ なし

 3.電気計装用配線

 1.中央監視制御装置

 2.中央監視制御装置
 　の構成・機能

屋外、屋内露出の配線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

別図による

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

〇
自
動
制
御
設
備

○
排
煙
設
備

 　　　屋外露出（ ・ 標準仕様書による　・ 保温化粧ケース（材質： 　　 　）

 ・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編３．１
 　 ．５の排水管の項による。

　章　　　項　　　　目　　　　　　　特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

工 事 仕 様
１．共通仕様
　１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の標準仕様書等によ
　　　るものとし、・印のついたものを適用する。

　　　・　公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成３１年版)(以下「改修標準仕様書」という。)
　　　・　公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成３１年版)(以下「標準仕様書」という。)

２．特記仕様
　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。
　２）特記事項のうち選択する事項は、・印の付いたものを適用する。
　３）東海地震に係る地震防災対策強化地域内における工事にあっては「大規模地震対策特別措置法」による注意

　　　・　公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(平成３１年版)(以下「標準図」という。)
　２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの特記仕様書を適用する。
　　　なお、電気設備工事の特記仕様書は（　／　）図、建築工事の特記仕様書は（　／　）図による。

　　　情報が発せられた場合、受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な補強、落下防止等の保全措置を講ずる
　　　とともに、工事中断などの措置をとること。又この事実が発生した場合は、契約書第２６条（臨機の措置）
　　　によって処理されるものとする。

●
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・ 引渡しを要するもの　　　( ・ 金属類　　　・　　　　　　・　　　　　　）
・ 特別管理産業廃棄物　　　( ・ 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　）
・ 再生資源化を図るもの　　( ・ 塩ビライニング鋼管　　　　・　　　　　　）
・ 石綿含有品（ ・ 配管用成形保温材 ・ フランジ用ガスケット（ ・ 配管 ・ ダクト））
・ 引渡しを要するもの以外は構外適切搬出処理とする。
 　ただし（特別管理産業廃棄物　再生資源化を図るもの）の搬出処理費は別途とする。

 　再資源化等
　本工事は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」第９条による分別解体等実
施義務の対象建設工事となることが想定されるため、同法に基づき分別解体等及び特定建設
資材の再資源化等の実施について適正な措置を講ずる。ただし、工事契約後に明らかになっ
たやむを得ない事情により、工事契約時に予定した条件により難い場合は、監督職員と協議
協議する。
　また、分別解体・再資源化等の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資源化等をし
た施設の名称及び所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督職員に報告する。

　　 ・ 新築　　建築設備工事
　　 ・ 増築　　　・ 有　　　　　・ 手作業
　　 ・ 修繕　　　・ 無　　　　　・ 手作業･機械作業併用

（１）分別解体の方法

　　 ・ 模様替

　　工　程　　　作業内容　　　　　　　分別解体の方法

（２）特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設
　　特定建設資材廃棄物の種類　　　　再資源化等をする施設名称　　　所　在　地

　　 ・ コンクリート及び鉄から成

　　 ・ 廃せっこうボード

　　 ・ コンクリート

　　　　る建設資材

　届出に係る事項の説明時に上記と異なる施設（同種の再資源化等を行う施設に限る。）

　　　　　　　　　　　　　　　※構外搬出の搬出先は監督職員との協議による。
・ 構内敷きならし　　　　　　・ 構外搬出（片道運搬距離　  km）

・本工事は、建設発生土情報交換システム（以下「システム」という。）の登録対象工事で
　あり、受注者は、工事の実施に当たっては土量、土質、土工期等に変更が有った場合、速
　やかに当該システムのデーター更新を行うものとする。尚、これにより難い場合には、監
　督職員と協議しなければならない。

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。
　規制対象外
　　・建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアル
　　　デヒド発散建築材料以外の材料
　　・建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
　第三種

　　・建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
　　・建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（以下「グリーン購入法」という。）

　グリーン購入法（平成１２年法律第１００号）に基づく環境物品等の調達の推進に関する

再生利用の容易さ及び廃棄時の負荷低減に配慮されていること。」）に留意すること。
　本工事の建築物内部に使用する機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有す
ると共に、次の１）から４）を満たすものとする。
　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ
　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断
　　　熱材、塗料、仕上途材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極
　　　めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じ
　　　た材料を使用する。
　２）接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を
　　　仕用する。
　３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等
　　　を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。
　４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアル
　　　デヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を
　　　使用したものとする。

に基づく特定調達品目等に関する判断の基準は、「環境物品等の調達の推進に関する基本方
針（平成２５年２月閣議決定）」による。ただし、東日本大震災の影響により、特定調達品
目等の使用が困難な場合には、監督職員と協議するものとする。

   物質の濃度測定
測定はパッシブ型採取機器により行う。
　　測定時期　　　　・ 工事着手前　　　・ 施工終了時
　　測定対象室　　　・ 図　示　　　　　
　　測定箇所数　　　・ 図　示　　　　　

室内空気中のホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼン，スチレンの濃度を
測定し，監督職員に報告すること。

本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等の
ものとする。ただし、同等のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

(1)品質及び性能に関する試験データが整備されていること。
(2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。
(3)安定的な供給が可能であること。
(4)法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。
(5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
(6)販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものに
　 あっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

別表－１に指定する機材等が記載された製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満た
すものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこと
を示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているも
のは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

 ・ 別契約の関係受注者(下請け工事の場合は元請け）が定置したものは無償で使用できる。
 ・ 本工事で設置する。
　　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ
　　ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２
　　の(2)手すり据置方式又は(3)手すり専用足場方式により行う。

 ・ 冷凍空気調和機器施工（チリングユニット、パッケージ形空気調和機の据付及び整備）
 ・ 配管（配管工事） ・ 建築板金（ダクト製作及び取付け） ・ 熱絶縁施工（保温工事）

を受注者が提示した場合は、当該施設に搬出することができる。ただし、当該施設への変更
については設計変更の対象としない。

 1.発生材の処理等

 2.特定建設資材の

 3.建設発生土の処理　

 4.環境への配慮

 5.室内空気中の化学

 6.材料・機材等

 7.技能士の適用

 8.足場その他

 9.埋戻し土及び盛土 ・ 根切り土の中の良質土（コンクリ－ト管以外の管の周囲は山砂の類） ・ 山砂の類

　　・ 外部足場（ ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　・ 　種 ）
　　・ 内部足場（ ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　・ 　種 ）
　　改修標準仕様書第１編２．２．１より足場の種別は以下による。

　　 ・ 木材
　　 ・ アスファルト･コンクリート

建築仕様書による

建築

工事名称

　　　　　　　項　　　　　　　　　目
開

他工事との取合い区分表

開口部の穴埋め補修

口

部

鉄骨鉄筋コンクリート部材のはり貫通部　補強
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スリーブ
ＲＣ部材のはりの貫通部　　　　　　　　補強
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スリーブ
ＲＣ部材の床・壁の貫通部　　　　　　　補強
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スリーブ

床デッキプレートの貫通部　　　　　　　補強
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　切り込み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型わく(補強の有るもの）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型わく(上記以外）

天井・軽鉄間仕切りの開口　　　　　　　ボードの切込み及び補強共

換気扇の取付枠
床下水槽のマンホールふた

床、天井点検口

電 機器付属の制御盤以降の二次側配管配線（接地共）
気 機器付属の制御盤への電源供給配管配線
配 自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り配管配線
管 自動制御盤と動力盤との操作回路の渡り配管配線
配 機器と付属操作スイッチとの渡り配管配線（接地共）
線 煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパーに至る配管配線

小便器用節水装置の制御盤以降の二次側の配管配線

改 コンクリート壁、床など　　　　　　はつり
修 　　　　　　　　　　　　　　　　　荒補修
工 　　　　　　　　　　　　　　　　　仕上げ補修
事 天井、壁などのボード類　　　　　　撤去

　　　　　　　　　　　　　　　　　復旧

外部取付ガラリ　　　　　　 ダクトチャンバーの接続用フランジを含む

湯沸室等流し台　　　 　　　排水トラップ共
湯沸室等の排気フード　　　 ステンレス製天蓋

基礎等 屋上設置の設備機器の基礎
大形設備機器の基礎
防水層に影響する基礎
上記以外の機器の基礎

機械設備 電気設備

防油提　　　　　 　　　　　建物内、油サービスタンクの防油提

架台、アンカーボルト

工 事 概 要

１．工事場所

２．建物概要

消防法施行令の適用  耐震区分 　備　考　 建 物 名 称 構造及び階数 国：延面積 建：延面積

３．工事種目（・印の付いたものが対象）
工     事     種     別建物別及び

屋外 　屋　外工事種目
・空気調和設備
・換気設備
・排煙設備
・自動制御設備
・衛生器具設備
・給水設備
・排水設備
・給湯設備
・消火設備
・厨房設備
・ガス設備
・浄化槽設備

鉄骨部材のはり貫通部　　　　　　　　　穴開け(補強を含む)

別表第１（7）項RC（一部S）3F

　　国：国有財産法延面積（ｍ2）　　建：建築基準法延面積（ｍ2）

校　舎

・　ガスの種類
・ 液化石油ガス
・ 都市ガス（種別13A　，発熱量　  MJ/m (N),供給事業者名　東邦ガス ）

・　消火設備の種別 ・ 屋内消火栓設備　　　・ スプリンクラー設備　　　・ 泡消火設備
・ 連結散水設備　　　　・ 連結送水管　　　・ 不活性ガス消火設備（ ・ 　　　）

・　排水方式 建物内汚水、雑排水　（ ・ 分流式　　・ 合流式　）
ポンプ排水　　 ・ 有（ ・ 汚物　　　・ 雑排水　　・ 湧・雨水　　・ 清水　）
建物外放流先　汚　水（ ・ 下水管直放流　　　　　 ・ 　　　　　　　　）
　　　　　　　雑排水（ ・ 下水管直放流　　　　　 ・ 　　　　　　　　）

・　給水方式 ・ 水道直結方式　　　・ 受水槽方式　・ 圧力タンク方式（・ 上水　・ 井水）
・ ポンプ直送方式　　・ 増圧給水直結方式

・　自動制御方式 ・ 電気式　　・ 電子式　　・ デジタル式　　・ 中央監視制御

・　空調方式
・　主要熱源機器

・　個別パッケージエアコン方式 
・  マルチパッケージエアコン方式 

方式及び種別　　　　　　　　　　　　　設　　　備　　　概　　　要

　　　対象部分：
４．指定部分　　・　無　　　・　有

改設一式

（機械設備の部）

可児市広見７１番地１

改設一式

3

・　冷温水発生機　各室空調方式 

改設一式

５．設備概要（・印を付けたものは、本工事あるいは既設設備の概要を示すもので、仕様を規定するものではない。）

－機械設備特記仕様書

広見小学校

03

可児市立広見小学校特別教室空調設備設置工事

可児市立広見小学校特別教室空調設備設置工事

夏季　

冬季　
26～28

19～22

  36.4℃ 　　％   　　℃ 　 　 ％   　　℃  ５０％ 　   ℃  　　 ％

　 0.3℃ 64.4％ 　　　℃ 　　　％ 　　　℃  ４０％ 　 　℃ 　　　％

　　　　　　　　　　　　　　　重要機器　一般機器　　重要機器　一般機器

　　　　　　　水槽類　　　　　　1.5　　　　1.0　　　　1.0　　　0.6　　
　地階・１階　防振支持の機器　　1.0　　　　1.0　　　　1.0　　　0.6　　
　　　　　　　機器　　　　　　　1.0　　　　0.6　　　　0.6　　　0.4　　
　　　　　　　水槽類　　　　　　1.5　　　　1.0　　　　1.0　　　0.6　　
　中間階　　　防振支持の機器　　1.5　　　　1.5　　　　1.5　　　1.0　　
　　　　　　　機器　　　　　　　1.5　　　　1.0　　　　1.0　　　0.6　　
　塔屋　　　　水槽類　　　　　　2.0　　　　1.5　　　　1.5　　　1.0　　
　屋上・及び　防振支持の機器　　2.0　　　　2.0　　　　2.0　　　1.5　　

　　部　位　　 　機器種別 　　　　・ 特定の施設  ・ 一般の施設

　上層階　　　機器　　　　　　　2.0　　　　1.5　　　　1.5　　　1.0　　

空気調和機　　レタンチャンバー

　　　　　　　レタンチャンバー

　　機材名　　　　　計測部位　　　　 温度計 　　　 温度計　　　　　圧力計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の種類 　 入口側　出口側　入口側　出口側
冷温水機　　　冷温水　　　　　　　円形指示計　　 ○　　　○　　　○　　　○
冷凍機　　　　冷却水　　　　　　　円形指示計　　 ○　　　○　　　○　　　○
パッケージ形　サプライチャンバー　ブルドン管　 　○　　　○

ユニット形　　冷温水　　　　　　　円形指示計　 　○　　　○　　　○　　　○
空気調和機　　サプライチャンバー　ブルドン管　　 ○　　　○

熱交換器　　　　　　　　　　　　　円形指示計　　 ○　　　○　　　○　　　○
ヘッダー　　　　　　　　　　　　　円形指示計　　 ○　　　○　　　○　　　○

　　　　  温度(DB) 湿度(RH)  温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)  温度(DB) 湿度(RH)

　　　　　一　般　系　統　　　　　　　　　　　一　般　系　統

　　　　　　　　　外　　　　　気　　　　　　　　　　　屋内（調整目標値）

※空調機器のフロンガスの管理について
「特定製品に係るフロンガス類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律の一部を
　改正する法律　H25年6月11日公布」により管理及び施工すること。

※配管工事完了後、逆流防止付真空ポンプにより真空脱気し、配管等からの漏洩が無い
　事を確認し、その結果を記録し発注者へ提出する事。

　果を記録し発注者へ提出する事。
※気密試験は、真空脱気後、２４時間放置して真空度が低下しない事を確認し、その結

※ドレンアップが必要な場合は設置すること。
　なお、この場合の請負金額の変更は行わないものとする。



(北舎) 普通・特別教室棟
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空冷ヒートポンプエアコン

名　　称　　型　　式

ツイン同時運転マルチ

空　調　機　器　表

ＡＰＦ

消費電力

圧縮機

冷房能力

（内）

最大運転電流

（外）

（冷房時）

電　源

暖房能力

三相200V

（暖房時）

仕　　　　　様 設　置　場　所台　数 備　　　考記　号

１ＰＡＣ－１ 天井吊形

Ｒ３２仕様

ＳＺＲＨ２２４ＡＮＤ

20.0(10.1～22.4) kW 22.4(10.1～28.0) kW

4.61 kW

150ｘ2 W 292+292 W

6.81 kW 6.15 kW

33.5 A5.0

参考型番(北舎) 普通・特別教室棟

　１階　図工室室

註） 冷暖房能力はＪＩＳ標準条件のときの値です。

各機器間の連絡配線はメーカー仕様に準ずるものとする。

空冷ヒートポンプエアコン

ツイン同時運転マルチ

ＡＰＦ

消費電力

圧縮機

冷房能力

（内）

最大運転電流

（外）

（冷房時）

電　源

暖房能力

三相200V

（暖房時）

１天井吊形

Ｒ３２仕様

ＳＺＲＨ２２４ＡＮＤ

20.0(10.1～22.4) kW 22.4(10.1～28.0) kW

4.61 kW

150ｘ2 W 292+292 W

6.81 kW 6.15 kW

33.5 A5.0

参考型番ＰＡＣ－２

室外機：コンクリート製据付台、転倒防止金具、防振ゴム

(北舎) 普通・特別教室棟

　２階　家庭科室

空冷ヒートポンプエアコン

ツイン同時運転マルチ

ＡＰＦ

消費電力

圧縮機

冷房能力

（内）

最大運転電流

（外）

（冷房時）

電　源

暖房能力

三相200V

（暖房時）

１天井吊形

Ｒ３２仕様

ＳＺＲＨ２２４ＡＮＤ

20.0(10.1～22.4) kW 22.4(10.1～28.0) kW

4.61 kW

150ｘ2 W 292+292 W

6.81 kW 6.15 kW

33.5 A5.0

参考型番ＰＡＣ－３

室外機：防護ネット（学校空調機用）

室外機：コンクリート製据付台、転倒防止金具、防振ゴム

(北舎) 普通・特別教室棟

　２階　理科室

室外機：防護ネット（学校空調機用）

室外機：コンクリート製据付台、転倒防止金具、防振ゴム

空冷ヒートポンプエアコン

ツイン同時運転マルチ

ＡＰＦ

圧縮機

冷房能力

（内）

最大運転電流

（外）

電　源

暖房能力

三相200V

（暖房時）

１天井吊形

Ｒ３２仕様

150ｘ2 W 292+292 W

参考型番

ＳＺＲＨ２８０ＡＮＤ

25.0(11.3～28.0) kW 28.0(12.6～35.0) kW

5.95 kW

（冷房時） 9.80 kW 8.60 kW

41.0 A4.7

ＰＡＣ－４

　２階　図書室

(南舎)　普通･特別教室･管理棟

室外機：防護ネット（学校空調機用）

室外機：コンクリート製据付台、転倒防止金具、防振ゴム

空冷ヒートポンプエアコン

ＡＰＦ

消費電力

圧縮機

冷房能力

（内）

最大運転電流

（外）

電　源

暖房能力

三相200V

（暖房時）

１天井吊形 参考型番

（冷房時）

(南舎)　普通･特別教室･管理棟

　２階　相談室

ＰＡＣ－５

Ｒ３２仕様

ＳＳＲＨ４５ＢＦＮＴ

高効率タイプ

4.0(1.8～4.5) kW 4.5(2.1～5.9) kW

0.71 kW

78 W 70 W

1.03 kW 1.15 kW

5.5 10.0 A

室外機：防護ネット（学校空調機用）

室外機：コンクリート製据付台、転倒防止金具、防振ゴム

空冷ヒートポンプエアコン

ツイン同時運転マルチ

ＡＰＦ

消費電力

圧縮機

冷房能力

（内）

最大運転電流

（外）

（冷房時）

電　源

暖房能力

三相200V

（暖房時）

１天井吊形

Ｒ３２仕様

ＳＺＲＨ２２４ＡＮＤ

20.0(10.1～22.4) kW 22.4(10.1～28.0) kW

4.61 kW

150ｘ2 W 292+292 W

6.81 kW 6.15 kW

33.5 A5.0

参考型番ＰＡＣ－６

　３階　音楽室

室外機：防護ネット（学校空調機用）

室外機：コンクリート製据付台、転倒防止金具、防振ゴム

１ 参考型番ＳＣ－１ タッチパネル式集中コントローラ

電　源 単相100V

一括／個別制御　監視　運転／停止管理　スケジュール管理　　

(南舎)　普通･特別教室･管理棟

　１階　職員室 ＤＣＳ４０１Ａ１

集中コントローラ

集中コントローラ接続アダプター

集中コントローラ接続アダプター

集中コントローラ接続アダプター

集中コントローラ接続アダプター

集中コントローラ接続アダプター

集中コントローラ接続アダプター

送風機

附属品

送風機

附属品

送風機

附属品

消費電力

送風機

附属品

送風機

附属品

送風機

附属品

室外機：防護ネット（学校空調機用）
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可児市立広見小学校特別教室空調設備設置工事 空調設備機器表

分岐管、ワイヤードリモコン鍵付きBOX共、ロングライフフィルター

分岐管、ワイヤードリモコン鍵付きBOX共、ロングライフフィルター

分岐管、ワイヤードリモコン鍵付きBOX共、ロングライフフィルター

分岐管、ワイヤードリモコン鍵付きBOX共、ロングライフフィルター

ワイヤードリモコン鍵付きBOX共、ロングライフフィルター

分岐管、ワイヤードリモコン鍵付きBOX共、ロングライフフィルター



PAC

A.S

一級建築士大臣登録 第268609号

一級建築士事務所　岐阜県知事登録　第6325号

株式会社 ダイナ建築設計
CHECKEDDRAWNSCALE

　DRAWING NO

　DATE　DRAWING TITLE　NOTE　JOB TITLE

2021.02.伊 左 治  万 寿 夫

1：250

N

特別教室棟

（南舎）普通・特別教室・管理棟

（北舎）普通・特別教室棟　

1
6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
,
0
0
0

Y4

Y3

Y2

Y1

ﾘﾌﾄ

1
6
,
0
0
0

7
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
,
0
0
0

80,000

4,000

X21

4,000

X20

4,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

X9 X19X18X17X16X15X14X13X12X11X10X8X7X6X5X3 X4X2X1

1
6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
,
0
0
0

Y4

Y3

Y2

Y1

28,000

8,0008,0008,0004,000

72,000

4,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

X9 X19X18X17X16X15X14X13X12X11X10X8X7X6X5X3 X4X2X1

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

便所

昇降口

UP
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渡り廊下

配膳室

普通教室 視聴覚室

ﾘﾌﾄ

昇降口

ＬＰＧ庫

便所 特別教室 昇降口

UP

足洗足洗 手洗

渡り廊下

渡り廊下

仮設校舎

配膳室棟

渡り廊下

UP

便所

女子更衣室 和室

男子更衣室

普通教室 印刷室

湯沸室

職員室

便所 パントリー

玄関校長室

倉庫1

UP

UP

保健室

普通教室 普通教室 普通教室昇降口

プレーイングルーム
便所

倉庫1

UP

スロ－プ

屋内運動場

温室

灯油庫

百葉箱

スロ－プ 配置図　兼　１階平面図　　1/250

図工室

25(埋設) ２

D R D R

Ｂ,25 Ｃ,25

※

☆ ☆

1

05
可児市立広見小学校特別教室空調設備設置工事 空調設備１階平面図

記号 液　管 ガス管

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

連絡配線

冷媒配管サイズ一覧表

φ６．４

φ９．５

φ１２．７

φ２５．４

φ９．５

φ１２．７

φ１５．９

φ２５．４

EM-CEE2.0sq-3c

EM-CEE2.0sq-3c

EM-CEE2.0sq-3c

EM-CEE2.0sq-3c

凡例

D ﾄﾞﾚﾝ配管（硬質ポリ塩化ビニル管VP）

R 冷媒配管（断熱被覆銅管　ｶﾞｽ管20mm、液管10mm）

アルミパネル貫通（既設）

▲

※

アルミパネル貫通（ガラス交換新設）◎

壁貫通（腰壁コアー抜き）

室内機吊ボルト露出部化粧施工

天井点検口450ｘ450(新設)

☆

R ワイヤードリモコン（鍵付きBOX共）

リモコン配線（EM-CEE　1.25□-2C）

天井内ころがし（露出部：MM-A）

※配管サイズは参考とし、製造者仕様に合わせること。

※ドレン配管は原則犬走り・バルコニー・庇へ放流とする。

　～ 室外機設置要領を示す（施工標準図による）４１

R



A.S

一級建築士大臣登録 第268609号

一級建築士事務所　岐阜県知事登録　第6325号

株式会社 ダイナ建築設計
CHECKEDDRAWNSCALE

　DRAWING NO

　DATE　DRAWING TITLE　NOTE　JOB TITLE

2021.02.伊 左 治  万 寿 夫

1：250

（北舎）普通・特別教室棟　

配膳室

便所 理科準備室

暗室

便所

UP DN

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21

8,000 8,000 8,000 12,000 4,000 4,000225

8
,
0
0
0

2
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0

4,000 4,000 2,000

8,000 12,000 8,000 10,000

82,000

Y1

Y4

Y2

Y3

渡り廊下

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

Y1

Y2

Y4

Y3

2
,
0
0
0

8
,
0
00

6
0
0

2
,
0
00

4
,
0
00 渡り廊下

渡り廊下

5006
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0

8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 4,000 18,000 6,000 4,000

72,000

8
,
0
0
0

7
,
0
0
0

8,000

2
,
0
0
0

28,000

4,000 8,000 8,000 8,000

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19

（南舎）普通・特別教室・管理棟

特別教室棟

準備室

普通教室普通教室普通教室普通教室 普通教室 特殊教室

放送室

スタジオ

倉庫

ﾊﾟﾝﾄﾘｰ
便所

ﾌﾟﾚｰｲﾝｸﾞﾙｰﾑ

便所

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 特殊教室 特殊教室

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ 鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ 鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

UP

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ 鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ 鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

UP

ﾘﾌﾄ

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

DN

DN

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

DN

DN

8
,0
0
0

2
,
00
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
00
0

8
,0
0
0

1
6
,
0
00

Y1

Y4

Y2

Y3

DN

DN DN

ﾘﾌﾄ

配膳室

準備室

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21

4,000 4,000 2,0004,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

N

便所

便所普通教室普通教室普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

（北舎）普通・特別教室棟　

２階平面図　　1/250

３階平面図　　1/250

理科室

家庭科室

図書室

音楽室

配膳室棟

会議室

物入

過級教室

視聴覚教室

◎
Ｃ,25

３ ３Ｃ,25

D R Ｂ,20

Ｂ,20

D R

◎

３

Ｂ,20
D R

Ｂ,20

▲

※

☆☆☆☆ Ｂ,20

３

Ａ,20

R
R

D
D

３

25,Ｃ

25,Ｂ

◎

Ｄ,25

PAC PAC
2 3

PAC
4

PAC

PAC
6

5

相談室

06

凡例

D ﾄﾞﾚﾝ配管（硬質ポリ塩化ビニル管VP）

R 冷媒配管（断熱被覆銅管　ｶﾞｽ管20mm、液管10mm）

アルミパネル貫通（既設）

▲

※

アルミパネル貫通（ガラス交換新設）◎

壁貫通（腰壁コアー抜き）

室内機吊ボルト露出部化粧施工

天井点検口450ｘ450(新設)

☆

R ワイヤードリモコン（鍵付きBOX共）

リモコン配線（EM-CEE　1.25□-2C）

天井内ころがし（露出部：MM-A）

※配管サイズは参考とし、製造者仕様に合わせること。

※ドレン配管は原則犬走り・バルコニー・庇へ放流とする。

　～ 室外機設置要領を示す（施工標準図による）４１

記号 液　管 ガス管

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

連絡配線

冷媒配管サイズ一覧表

φ６．４

φ９．５

φ１２．７

φ２５．４

φ９．５

φ１２．７

φ１５．９

φ２５．４

EM-CEE2.0sq-3c

EM-CEE2.0sq-3c

EM-CEE2.0sq-3c

EM-CEE2.0sq-3c

可児市立広見小学校特別教室空調設備設置工事 空調設備２階・３階平面図

R
R

☆

☆

R

既設点検口

R

R



PAC

A.S

一級建築士大臣登録 第268609号

一級建築士事務所　岐阜県知事登録　第6325号

株式会社 ダイナ建築設計
CHECKEDDRAWNSCALE 　DATE　DRAWING TITLE　NOTE　JOB TITLE

2021.02.伊 左 治  万 寿 夫

1：250

N

特別教室棟

（南舎）普通・特別教室・管理棟

（北舎）普通・特別教室棟　

1
6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
,
0
0
0

Y4

Y3

Y2

Y1

ﾘﾌﾄ

1
6
,
0
0
0

7
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
,
0
0
0

80,000

4,000

X21

4,000

X20

4,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

X9 X19X18X17X16X15X14X13X12X11X10X8X7X6X5X3 X4X2X1

1
6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
,
0
0
0

Y4

Y3

Y2

Y1

28,000

8,0008,0008,0004,000

72,000

4,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

X9 X19X18X17X16X15X14X13X12X11X10X8X7X6X5X3 X4X2X1

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

便所

昇降口

UP

UP

渡り廊下

配膳室

普通教室 視聴覚室

ﾘﾌﾄ

昇降口

ＬＰＧ庫

便所 特別教室 昇降口

UP

足洗足洗 手洗

渡り廊下

渡り廊下

仮設校舎

配膳室棟

渡り廊下

UP

便所

女子更衣室 和室

男子更衣室

普通教室 印刷室

湯沸室

職員室

便所 パントリー

玄関校長室

倉庫1

UP

UP

保健室

普通教室 普通教室 普通教室昇降口

プレーイングルーム
便所

倉庫1

UP

スロ－プ

屋内運動場

温室

灯油庫

百葉箱

スロ－プ 配置図　兼　１階平面図　　1/250

図工室
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2

CVV 1.25mm2-2C GP(22)

2

CVV 1.25mm2-2C GP(22)

集中制御リモコン

プルボックス　SS100x100x100CWP-SUS

1

2

プルボックス　SS100x100x100C

CVV 1.25mm2-2C

CVV 1.25mm2-2C

CVV 1.25mm2-2C

冷媒配管共巻

集中制御配線 天井コロガシ

集中制御配線

集中制御配線

GP(22)　露出

※本図面は参考図とし、メーカーの標準による。

　メーカーの標準システムが本図面と相違しても、

　設計変更の対象としない。

計装システム図（参考図）

1φx100V

集中コントローラー

配線の露出部（立下げ部等）はメタルモール仕上げとする

1

　DRAWING NO
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可児市立広見小学校特別教室空調設備設置工事 計装設備１階平面図



A.S

一級建築士大臣登録 第268609号

一級建築士事務所　岐阜県知事登録　第6325号

株式会社 ダイナ建築設計
CHECKEDDRAWNSCALE

　DRAWING NO

　DATE　DRAWING TITLE　NOTE　JOB TITLE

2021.02.伊 左 治  万 寿 夫

1：250

（北舎）普通・特別教室棟　

配膳室

便所 理科準備室

暗室

便所

UP DN

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21

8,000 8,000 8,000 12,000 4,000 4,000225

8
,
0
0
0

2
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0

4,000 4,000 2,000

8,000 12,000 8,000 10,000

82,000

Y1

Y4

Y2

Y3

渡り廊下

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

Y1

Y2

Y4

Y3

2,
0
0
0

8
,
0
0
0

60
0

2
,
0
0
0

4,
0
0
0

渡り廊下

渡り廊下

5006
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0

8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 4,000 18,000 6,000 4,000

72,000

8
,
0
0
0

7
,
0
0
0

8,000

2
,
0
0
0

28,000

4,000 8,000 8,000 8,000

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19

（南舎）普通・特別教室・管理棟

特別教室棟

準備室

普通教室普通教室普通教室普通教室 普通教室 特殊教室

放送室

スタジオ

倉庫

ﾊﾟﾝﾄﾘｰ
便所

ﾌﾟﾚｰｲﾝｸﾞﾙｰﾑ

便所

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 特殊教室 特殊教室

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ 鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ 鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

UP

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ 鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ 鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

UP

ﾘﾌﾄ

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

DN

DN

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

DN

DN

8
,
00
0

2
,
00
0

6,
0
0
0

6,
0
0
0

2
,
00
0

8
,
00
0

16
,
0
0
0

Y1

Y4

Y2

Y3

DN

DN DN

ﾘﾌﾄ

配膳室

準備室

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21

4,000 4,000 2,0004,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

N

便所

便所普通教室普通教室普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

（北舎）普通・特別教室棟　

２階平面図　　1/250

３階平面図　　1/250

理科室

家庭科室

図書室

相談室

音楽室

配膳室棟

会議室

物入

過級教室

視聴覚教室

08
可児市立広見小学校特別教室空調設備設置工事 計装設備２階・３階平面図

PAC PAC
2 3

PAC
4

PAC

PAC
6

5

CVV 1.25mm2-2C GP(22)

2

22

CVV 1.25mm2-2C GP(22)

CVV 1.25mm2-2C GP(22)

CVV 1.25mm2-2C GP(22)

2 2

集中制御リモコン

プルボックス　SS100x100x100CWP-SUS

1

2

プルボックス　SS100x100x100C

CVV 1.25mm2-2C

CVV 1.25mm2-2C

CVV 1.25mm2-2C

冷媒配管共巻

集中制御配線 天井コロガシ

集中制御配線

集中制御配線

GP(22)　露出

配線の露出部（立下げ部等）はメタルモール仕上げとする



屋内冷媒配管　要領図

※φ9.5以下は8mmでよい

スリムダクトPD

ドレン配管
（保温厚20㎜）

（保温厚10㎜）
液管（被覆銅管）

（保温厚20㎜）
ガス管（被覆銅管）

屋外冷媒配管　要領図

ガス管（被覆銅管）
（保温厚20㎜）

保温外装（SUS) 天井開口

室内機（天吊型）

室内機取付参考図Ａ 室内機取付参考図Ｂ

※室内機設置の際に天井下地材を切断する箇所は補強を行う。 ※室内機設置の際に天井下地材を切断する箇所は補強を行う。

充填材

室内機（天吊型）

天井点検口天井点検口

振れ止めW3/8

吊りボルトW3/8（全ネジ亜鉛メッキ）

吊りボルトW3/8（全ネジ亜鉛メッキ）

吊ボルト化粧施工

A.S
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一級建築士事務所　岐阜県知事登録　第6325号

株式会社 ダイナ建築設計
CHECKEDDRAWNSCALE

　DRAWING NO

　DATE　DRAWING TITLE　NOTE　JOB TITLE

2021.02.伊 左 治  万 寿 夫

空調設備　施工標準図 NO SCALE

配管架台　要領図（参考）

　　C-100×50×5t(SUS・溶融亜鉛メッキ仕上げ)

仕様：L-50×50×6t(SUS・溶融亜鉛メッキ仕上げ)

壁面横走り配管、立上げ配管兼用

250

15
0

150

立上げ配管用（大）

2
00

300

30
0

250

立上げ配管用（小）

500

5
0
0

250

2
5
0

壁面横走り配管、立上げ配管兼用

200

1
00 5
0

室外機取付・基礎参考図

空調屋外機

既成品Con基礎

ｺﾝｸﾘｰﾄ増打ち

転倒防止金具

１ 犬走等勾配設置の場合

室内外連絡線
充填材

液管（被覆銅管）
（保温厚10㎜）

※φ9.5以下は8mmでよい

室内外連絡線

ドレン配管

空調屋外機

転倒防止金具

既成品Con基礎

防振ゴムマット(t=10)

ベランダ・庇の場合３

▽GL

２ 平坦地の場合

既成品Con基礎

空調屋外機
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転倒防止金具
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CHECKEDDRAWNSCALE

　DRAWING NO
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NO SCALE

動　力　制　御　盤　結　線　図

備考及びその他取付機器分　岐　開　閉　器

ELCB
回路番号

MCCB(V)

電圧

P AF AT 計量

遠方操作及び表示負荷容量

結線番号

制御
負　荷　名　称

計 52.890

分　　　　　　岐　　　　　　回　　　　　　路

分電盤名称

電気方式

種別

相線

電圧

負荷容量

主幹器具

種類

定格電流

入線方向

幹線 種別

ＡＣＰ－１

Ｔ

常用

三相三線式

２００Ｖ

５０．０４８ｋＷ

キャビネット形式

備　　考

ＳＵＳ製

屋外防雨型、屋根付

キャビネット：指定色焼付塗装

名　称　・　仕　様 結　線　図

２００Ｖ
３\φ３Ｗ 200

1φ200V

3P3E

2P2E

125A225A

20A50A

空調室外機　ＭＡＣ－１

空調室内機　ＭＡＣ－１

26.100 1

1 1.376

200 3P3E 128.800

1φ200V 2P2E 20A50A 1 1.518

空調室外機　ＭＡＣ－２

空調室内機　ＭＡＣ－２

ＥＨＰマルチ

ＥＨＰマルチ

スペース 200 3P3E 100A スペース（将来用）

スペース 2P2E 50A スペース（将来用）1φ200V

４００ＡＦ

３００ＡＴ

ＭＣＣＢ　３Ｐ３Ｅ

下方より

EM-CET 150sq

200 3P3E

２００Ｖ
３\φ３Ｗ

Ａ

Ｂ

計 50.048

主幹器具

種類

定格電流

入線方向

幹線 種別

４００ＡＦ

３００ＡＴ

ＭＣＣＢ　３Ｐ３Ｅ

下方より

EM-CET 150sq

負荷容量 ５２．８９０ｋＷ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

分電盤名称

電気方式

種別

相線

電圧

負荷容量

主幹器具

種類

定格電流

入線方向

幹線 種別

ＡＣＰ－２

Ｔ

常用

三相三線式

２００Ｖ

１９．５６５ｋＷ

キャビネット形式

備　　考

ＳＵＳ製

屋外防雨型、屋根付

キャビネット：指定色焼付塗装

２２５ＡＦ

１７５ＡＴ

ＭＣＣＢ　３Ｐ３Ｅ

下方より

EM-CET 100sq

主幹器具

種類

定格電流

入線方向

幹線 種別

２２５ＡＦ

２２５ＡＴ

ＭＣＣＢ　３Ｐ３Ｅ

下方より

EM-CET 100sq

負荷容量 ４０．４５８ｋＷ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

計 40.458

２００Ｖ
３\φ３Ｗ 200

1φ200V

3P3E

2P2E

125A225A

20A50A

18.300 1

1 1.265

200 3P3E 100A100A 119.200

1φ200V 2P2E 20A50A 1 1.029

200 3P3E 119.200

1φ200V 2P2E 20A50A 1 1.029

空調室外機　ＭＡＣ－６

空調室内機　ＭＡＣ－６

空調室外機　ＭＡＣ－７

空調室内機　ＭＡＣ－７

ＥＨＰマルチ

ＥＨＰマルチ

ＥＨＰマルチ

２００Ｖ
３\φ３Ｗ

Ａ

Ｂ

計 32.045

発停表示警報

125A225A 空調室外機　ＭＡＣ－３

空調室内機　ＭＡＣ－３

21.200

 1.372

ＥＨＰマルチ1

1

室内機計６台

室内機計４台

室内機計６台

空調室外機　ＭＡＣ－５

空調室内機　ＭＡＣ－５

1

1 室内機計４台

150A225A

100A100A

室内機計３台

室内機計３台

1

3

2

5

6

7

200 3P3E 121.200

1φ200V 2P2E 20A50A 1 1.372

空調室外機　ＭＡＣ－４

空調室内機　ＭＡＣ－４

ＥＨＰマルチ

室内機計４台

125A225A
4

増設 200 3P3E 50A 空調室外機(PAC-4)

増設 2P2E 20A 空調室外機(PAC-5)1φ200V

※開閉器容量及び配線サイズは施工時、機械設備工事納入仕様書を確認の上、機器に適合したサイズとする。

(消費電力kW)

1

1

1

1

1

1

1

1

(基準電流)

運転電流

98A

110A

85A

85A

81A

76A

76A

既設ACP-1 PAC-1

2P2E 50A 20A1φ200V

増設ACP-3

PAC-2 PAC-3

PAC-6

既設ACP-2

PAC-4 PAC-5

ACP-3へ
幹線分岐
60sq

50A

20A

10.5

1.98

41A

10A

分　岐　開　閉　器

40A

AF

計

電気方式

幹線

制御

増設　空調室外機（ＰＡＣ－１）

負荷容量

200

常用

回路番号

3P3E

増設動力制御盤結線図(ACP-3)

3P3E

種類

P 計量(最大電流)

ＭＣＣＢ　３Ｐ３Ｅ

分電盤名称 ３\φ３Ｗ

結　線　図

入線方向

表示結線番号

電圧

EM-CET 60sq

Ｔ

ELCB

定格電流

増設　空調室外機（ＰＡＣ－２）

200

134.0

運転電流

主幹器具

１７．５５ｋＷ

電圧

警報

キャビネット：指定色焼付塗装

3P3E

１５０ＡＴ

２００Ｖ

名　称　・　仕　様

キャビネット形式

発停

負荷容量

分　　　　　　岐　　　　　　回　　　　　　路

相線

50A

下方より

ＡＣＰ－３

備　　考

200

33.5

備考及びその他取付機器

28.2

(消費電力kW)

２００Ｖ

(V)

屋外防雨型、屋根付 3P2E

２２５ＡＦ

50A

50A

AT

遠方操作及び表示

種別

種別

負　荷　名　称

7.05

200

三相三線式

MCCB

ＳＵＳ製

50A
既設ACP-1より

7.05 33.5

33.57.05増設　空調室外機（ＰＡＣ－２）

33.5増設　空調室外機（ＰＡＣ－２） 7.05

40A

40A

40A

200スペース 50A

スペース 200 50A

3P3E

3P2E

1

項目 ケーブル種類、数量 配　管　種　類 備　考

2

3

4

増設（C63)EM-CET60sq＋EM-IE14sq

1

EM-CE8sq-4c 増設（C39)

2

2

2 増設（C51)EM-CET14sq＋EM-IE5.5sq

3

増設（C25)EM-CE3.5sq-4c

4

10
電気設備系統図可児市立広見小学校特別教室空調設備設置工事
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CHECKEDDRAWNSCALE

　DRAWING NO
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1：250

N

特別教室棟

（南舎）普通・特別教室・管理棟

（北舎）普通・特別教室棟　

1
6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
,
0
0
0

Y4

Y3

Y2

Y1

ﾘﾌﾄ

1
6
,
0
0
0

7
,
0
0
0

80,000

4,000

X21

4,000

X20

4,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

X9 X19X18X17X16X15X14X13X12X11X10X8X7X6X5X3 X4X2X1

1
6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
,
0
0
0

Y4

Y3

Y2

Y1

28,000

8,0008,0008,0004,000

72,000

4,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

X9 X19X18X17X16X15X14X13X12X11X10X8X7X6X5X3 X4X2X1

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

便所

昇降口

UP

UP

渡り廊下
配膳室

普通教室 視聴覚室

ﾘﾌﾄ

昇降口

ＬＰＧ庫

便所 特別教室 昇降口

UP

足洗足洗 手洗

渡り廊下

渡り廊下

仮設校舎

配膳室棟

渡り廊下

UP

便所

女子更衣室 和室

男子更衣室

普通教室 印刷室

湯沸室

職員室

便所 パントリー

玄関校長室

倉庫1

UP

UP

保健室

普通教室 普通教室 普通教室昇降口

プレーイングルーム
便所

倉庫1

UP

スロ－プ

温室

灯油庫

百葉箱

スロ－プ 配置図　兼　１階平面図　　1/250

図工室

ＡＣＰ－１

ＡＣＰ－２

1

項目 ケーブル種類、数量 配　管　種　類 備　考

2

3

4

増設（C63)EM-CET60sq＋EM-IE14sq

EM-CE8sq-4c 増設（C39)

増設（C51)EM-CET14sq＋EM-IE5.5sq

増設（C25)EM-CE3.5sq-4c

SS-22

2

PB:500＊＋500＊300　SUS.WP 数量：1SS-1

数量：4PB:300＊＋300＊300　SUS.WPSS-2ＡＣＰ－１

SS-1 1

2

ACP-3より屋上へ

2Fへ

SS-2

SS-2

2Fへ

3 4

3 4

3 4
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可児市立広見小学校特別教室空調設備設置工事 電気設備　１階電気配管配線図
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1：250

（北舎）普通・特別教室棟　

配膳室

便所 理科準備室

暗室

便所

UP DN

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21

8,000 8,000 8,000 12,000 4,000 4,000225

8,
00

0
2,

0
00

6,
0
00

6,
0
00

2,
0
00

8,
00

0

16
,
0
0
0

4,000 4,000 2,000

8,000 12,000 8,000

82,000

Y1

Y4

Y2

Y3

渡り廊下

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

Y1

Y2

Y4

Y3

2
,
0
0
0

8
,
0
0
0

6
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

渡り廊下

渡り廊下

5006
,0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0

8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 4,000 18,000 6,000 4,000

72,000

8,
00

0
7,

00
0

8,000

2,
00
0

28,000

4,000 8,000 8,000 8,000

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19

（南舎）普通・特別教室・管理棟

特別教室棟

準備室

普通教室普通教室普通教室普通教室 普通教室 特殊教室

放送室

スタジオ

倉庫

ﾊﾟﾝﾄﾘｰ
便所

ﾌﾟﾚｰｲﾝｸﾞﾙｰﾑ

便所

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 特殊教室 特殊教室

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ 鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ 鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

UP

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ 鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ 鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

UP

ﾘﾌﾄ

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

DN

DN

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

DN

DN

8
,
0
0
0

2
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0

Y1

Y4

Y2

Y3

DN

DN DN

ﾘﾌﾄ

配膳室

準備室

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21

4,000 4,000 2,0004,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

N

便所

便所普通教室普通教室普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

（北舎）普通・特別教室棟　

２階平面図　　1/250

３階平面図　　1/250

理科室

家庭科室

図書室

音楽室

配膳室棟

会議室

物入

過級教室

視聴覚教室

相談室

1

項目 ケーブル種類、数量 配　管　種　類 備　考

2

3

4

増設（C63)EM-CET60sq＋EM-IE14sq

EM-CE8sq-4c 増設（C39)

増設（C51)EM-CET14sq＋EM-IE5.5sq

増設（C25)EM-CE3.5sq-4c

数量：1SS-1

数量：8PB:300＊＋300＊300　SUS.WPSS-2

PB:500＊＋500＊300　SUS.WP

SS-2

2

SS-2

SS-2

2

2

2

2

屋上より1FACP-3へ

屋上より3Fへ

SS-2

2Fへ

3Fへ

1Fへ

1Fへ

SS-2
3

4

3 4
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可児市立広見小学校特別教室空調設備設置工事 電気設備　２階・３階電気配管配線図
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